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Ⅲ
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I

｜ ⑥ 市民憲章
●水と緑と土のにおいがいっぱいの

住みよいあびこにします

●心と体をきたえ生き生きと働き
伸びゆくあびこ'こします

●老人を大切にし子どもの夢を育て
幸せなあびこ'こします

●ふるさとを愛し文化を高め
豊かなあびこにします

●みんなで話しあいきまりを守り
明るいあびこにします
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画

↑
ず

今
日
本
は
、
社
会
の
仕
組
み
を
見

直
し
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
常
に
先
を
見
通
せ
る
判
断
力

と
柔
軟
に
対
応
で
き
る
能
力
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
み
、
国
・
県
・
市

町
村
が
対
等
に
並
ぶ
変
化
の
中
で
、

自
治
体
は
自
ら
の
判
断
と
行
動
で
進

む
道
を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
個
性
や
特
色
を
さ
ら

に
強
く
出
し
、
自
立
し
た
都
市
と
し

て
成
長
し
て
い
け
る
か
が
問
わ
れ
ま

す
。

こ
れ
か
ら
の
市
役
所
は
、
市
民
と

と
も
に
作
り
上
げ
た
目
標
に
向
け
、

市
民
や
企
業
の
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
セ
ン

タ
ー
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

ま
で
以
上
に
市
民
と
心
の
か
よ
っ
た

14年度施政方針３
月
４
日
に
開
会
し
た
料
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
福
嶋

浩
彦
市
長
は
粋
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
今
号
で
は
釜

施
政
方
針
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
主
な

事
業
の
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。
科
年
度
予
算
全
体
に
つ
い
て
は

〈
４
一
面
に
掲
載
し
ま
す
。
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ベ

ー
ジ
と
フ
ァ
ク
ス
ガ
イ
ド
垂
７
１
８
３
１
６
０
０
０
ヨ
ー
ド
８

１
３
＃
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
教
育
長
の
施
政
方
針
と
水

道
局
長
の
経
営
方
針
は
、
百
一
面
に
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

「
手
賀
沼
の
ほ
と
り
心
輝
く
ま
ち
」
へ

1

１
１

～
人
。
烏
。
文
化
の

連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

分
権
の
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
雨
働
」
で
す
。
市
民

と
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、

行
政
が
寅
任
を
持
つ
も
の
、
市
民
が

責
任
を
持
つ
も
の
、
共
同
し
て
行
う

も
の
を
整
理
し
、
こ
の
上
で
行
政
と

市
民
、
企
業
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
民
と
と
も
に
新
し
い
仕
組
み
を

つ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
じ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
市
町
村
合
併
が
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
合
併
を
選
択
す
る
か

に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
と
議
論

が
必
要
で
す
。
一
定
の
方
向
を
今
年

度
中
に
出
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
市
の
中
期
的
な
財
政
収
支

１
－
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

ユ
ー
露
噸
‘
眺
ｆ
卜

Ｉ
ｉ
１

手
賀
沼
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
環

境
は
、
市
民
共
有
の
財
産
で
す
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
市
民
と
の
協
力
や
広

域
の
連
携
を
強
め
て
浄
化
対
策
を
進

め
ま
す
。
そ
し
て
、
沼
を
取
り
巻
く

自
然
全
体
の
再
生
を
め
ざ
し
、
豊
か

な
生
物
の
生
息
場
所
と
し
て
手
賀
沼

を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
す
。

を
展
望
し
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め

る
た
め
、
”
年
度
ま
で
に
投
資
的
経

識
に
充
て
ら
れ
る
財
源
が
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
を
示
す
「
中
期
財
政
計

画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

市
税
収
入
の
マ
イ
ナ
ス
傾
向
が
続

く
中
、
畔
・
忘
年
度
の
２
カ
年
は
空

億
円
程
度
と
な
り
ま
す
。
焔
・
”
年

度
は
、
臨
時
財
政
対
策
侭
が
な
く
な

り
、
地
方
分
権
に
よ
る
税
財
源
の
移

譲
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、

現
時
点
で
は
ｍ
～
科
億
円
程
度
し
か

見
込
め
ま
せ
ん
。
国
に
対
し
地
方
分

権
を
踏
ま
え
た
税
制
改
革
を
強
く
求

緑
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
子
の

神
緑
地
か
ら
続
く
緑
の
つ
な
が
り
を

守
る
と
と
も
に
、
公
園
と
防
災
面
か

ら
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
寿
２
丁
目
の
緑
地
の
買
い

取
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
保
全

条
例
の
最
重
点
地
区
で
あ
る
岡
発
戸

地
先
の
緑
地
を
取
得
し
ま
す
。

主
な
事
業
の
愛
用

⑪手
賀
沼
沿
い
緑
地
の
保
全

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１

手
賀
沼
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
に

親
し
め
る
交
流
空
間
づ
く
り

’’ ノ、

I
手
賀
沼
公
園
は
、
水
に
ふ
れ
あ
い

親
し
め
る
水
辺
づ
く
り
や
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
と
の
連
擁
、
公
園
坂
通
り

か
ら
手
賀
沼
を
眺
望
で
き
る
緑
の
配

置
な
ど
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

２
カ
年
で
再
整
備
を
進
め
ま
す
。
畔

年
度
は
親
水
護
岸
な
ど
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

手
賀
沼
遊
歩
道
は
畔
年
度
に
、
滝

下
広
場
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
と
手
賀

沼
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
樹
木
の

植
栽
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
遊
歩
道

の
東
側
へ
の
延
伸
や
手
賀
沼
を
一
周

で
き
る
整
備
を
め
ざ
し
ま
す
。

ざ
ら
に
、
柏
市
、
沼
南
町
と
共
同

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

畔
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た

な
基
本
構
想
で
は
、
将
来
都
市
像
を

「
手
賀
沼
の
ほ
と
り
心
輝
く
ま
ち
」

～
人
・
鳥
・
文
化
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
～

と
し
ま
し
た
。

基
本
構
想
を
受
け
た
第
一
次
基
本

計
画
で
は
、
こ
の
将
来
像
を
効
果
的

に
実
現
す
る
た
め
、
７
つ
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
多
分
野
に
わ
た
る
事
業

を
共
通
の
目
標
の
も
と
に
連
携
さ
せ
、

総
合
的
、
一
体
的
な
展
開
を
図
り
ま

す
。

◎
手
賀
沼
沿
い
斜
面
材
保
全
（
寿
２

丁
目
・
岡
発
戸
用
地
取
得
）
：
・
２
億

６
０
０
２
万
円

手
賀
沼
公
園
・

遊
歩
道
の
整
備

モ

I

U

鐸
Ⅱ
砂
１
１
１
１
砥高

野
山
新
田
の
ふ
れ
あ
い
市
民
農

園
や
体
験
水
田
は
、
多
く
の
市
民
か

ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

市
民
が
農
業
に
親
し
む
場
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
水
田
保
全
ゾ
ー
ン
で
は
レ

ン
ゲ
を
緑
肥
と
し
た
付
加
価
値
米
の

生
産
を
試
み
て
い
ま
す
。
レ
ン
ゲ
は

４
月
下
旬
に
花
を
市
民
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
た
後
、
有
機
肥
料
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。
今
秋
収
穫
し
た
米

は
「
レ
ン
ゲ
米
」
と
し
て
販
売
さ
れ

る
予
定
で
す
。

ざ
ら
に
根
戸
新
田
地
区
で
は
、
観

光
農
業
を
視
野
に
入
れ
、
農
地
所
有

者
や
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
と
協
力
し
景

観
作
物
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
、
手
賀
沼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

◎
手
賀
沼
公
園
再
整
備
．
：
１
億
５
０

０
０
万
円

◎
手
賀
沼
遊
歩
道
再
整
備
．
：
２
２
０

０
万
円

手
賀
沼
晨
舞
台

Ｊ
９
．
０
４
■
・
■
５
日
・
０
■
■
０
０
４
１
■
ｑ
■
■
■
、
■
Ⅱ
Ⅱ
■
寺
山
Ⅲ
“
Ⅱ
Ⅱ
叩
Ⅱ
叩
Ⅱ
叩
●
叩
叩
叩
旧
旧
ロ
ロ
■
■
■
一
■
一
■
一
■
■
■
■
■
。

昨
年
の
夏
に
は
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
、

こ
の
春
に
は
菜
の
花
が
手
賀
沼
沿
い

を
彩
り
ま
す
。

一
方
、
千
葉
県
で
は
、
岼
年
度
か

ら
始
ま
る
「
ち
ぱ
環
境
再
生
計
画
」

の
一
環
と
し
て
、
菜
の
花
の
栽
培
・

菜
種
油
の
搾
油
・
廃
食
用
油
で
の
燃

料
や
石
け
ん
製
造
ま
で
を
サ
イ
ク
ル

化
し
た
、
「
な
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
し
ま
す
。
市
も
県
と

連
携
し
、
手
賀
沼
や
利
根
川
沿
い
で
市
民
と
農
業
者
と
市
の
協
働
を
図
る

の
事
業
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
た
め
、
市
民
活
動
団
体
づ
く
り
を
進

◎
高
野
山
新
田
鰻
業
体
験
：
．
１
２
９
め
る
と
と
も
に
、
谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア

万
円
ム
通
信
を
発
行
し
ま
す
。

◎
根
戸
新
田
鰹
業
活
性
化
：
１
０
８
◎
谷
津
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
推
進
（
多
自

万
円
然
型
護
岸
つ
く
り
）
：
．
３
３
７
７
万

円

谷
津
ミ
ユ
Ｉ
ジ
ア
ム
利
根
川
水
辺
プ
ラ
ザ

「
谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
構
想
」

に
基
づ
き
、
畔
年
度
か
ら
事
業
に
着
「
利
根
川
水
辺
プ
ラ
ザ
整
備
計
画
」

手
し
ま
す
。

が
、
国
土
交
通
省
の
水
辺
プ
ラ
ザ
事

多
様
な
生
物
の
生
息
や
自
浄
能
力
業
に
登
録
き
れ
ま
し
た
。
市
民
が
利

の
向
上
を
め
ざ
す
多
自
然
型
護
岸
づ
根
川
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
交
流

く
り
を
、
下
ケ
戸
１
号
幹
線
排
水
路
で
き
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

で
実
施
し
ま
す
。
巧
年
度
の
工
事
着
利
根
川
下
流
工
事
事
務
所
で
は
砕

工
に
向
け
、
畔
年
度
中
に
用
地
買
収
年
度
か
ら
、
本
格
的
に
ビ
オ
ト
ー
プ

と
設
計
を
行
い
ま
す
。
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
親
水
護
岸
に

ま
た
、
農
業
者
の
方
々
と
話
し
合
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。
市
で
は
、

い
、
谷
津
の
中
で
自
然
環
境
に
や
さ
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ

し
い
農
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
農
Ｉ
ン
の
整
怖
に
着
手
し
ま
す
。

業
推
進
団
体
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。
◎
利
根
川
河
川
敷
の
再
整
備
（
実
施

ざ
ら
に
、
農
村
環
境
の
復
活
に
向
け
設
計
）
：
・
５
０
０
０
万
円

茨
べ
Ｉ
ジ
に
続
く
）

１
１
１
１
１ ３

月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
渡

遜
武
氏
を
助
役
に
選
任
す
る
こ
と

助
役
に
渡
邊
武
氏

１
１
１
１
１

が
同
意
さ
れ
、
４
月
１
日
付
け
で

就
任
し
ま
し
た
。

渡
辺
氏
は
昭
和
哩
年
に
当
時
の

我
孫
子
町
役
場
に
入
り
、
こ
れ
ま

で
、
企
画
財
政
部
長
、
企
画
調
整

室
長
な
ど
市
の
要
職
を
歴
任
。

昭
和
嘔
年
ｎ
月
お
日
生
ま
れ
。

巽
歳
。

一一一－‘－
’

社会の実現をめ ざサ イクリ してル
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一

昨
年
ｎ
月
、
第
１
回
ジ
ヤ
パ
ン
バ

ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
市
内
６
つ

の
会
場
で
、
「
人
と
鳥
の
共
存
を
め

ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
団
体
、

企
業
、
市
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

急
速
に
開
発
が
進
む
、
若
松
か
ら

我
孫
子
新
田
の
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ

イ
ン
と
ハ
ケ
の
道
沿
道
を
、
手
賀
沼

景
観
形
成
の
重
点
地
区
と
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
参
加
を
得
て
現
況
調
査

と
課
題
の
整
理
を
行
い
、
現
在
取
り

ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
月
中

に
、
「
緑
と
水
辺
が
一
体
と
な
っ
た

景
観
づ
く
り
」
、
「
多
様
な
表
情
が

感
じ
ら
れ
る
魅
力
あ
る
景
観
づ
く

里
、
置
の
特
性
や
人
の
回
遊
に
配

慮
し
た
景
観
づ
く
り
」
を
視
点
と
し

た
市
民
提
案
書
が
提
出
き
れ
る
予
定

で
す
。卿

年
度
は
、
市
民
提
案
書
を
基
に
、

同
地
区
の
公
共
施
設
の
整
備
指
針
を

作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
お
け

る
民
間
建
築
物
へ
の
新
た
な
指
導
手

引
も
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

◎
手
賀
沼
景
観
形
成
（
手
引
き
作
成
）

…
３
０
０
万
円

手
賀
沼
景
観
形
成

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

フジ
エヤ

スバ

テン
ィバ
バ｜

ルド

こ
の
フ

エ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
烏
を

０
ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
厚
』
写
一
画
恥
、

を
め
ざ
し
ま
す
。

地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
自
立

で
き
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
よ

り
良
質
で
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
基
盤

の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

障
害
を
持
つ
方
や
高
齢
の
方
が
利

用
す
る
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
駅
や
歩
道
を
中
心
に
進
め
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
ま
ち

モ
チ
ー
フ
に
全
国
で
活
動
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
、
企
業
、
自
治
体
な
ど

が
一
堂
に
会
し
、
鳥
の
魅
力
を
鱈
え

る
芸
術
作
品
に
親
し
み
、
科
学
的
な

鳥
類
知
識
を
学
び
、
鳥
を
通
し
て
身

近
な
自
然
環
境
の
大
切
ざ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
も
の
で
す
。

地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す

る
た
め
に
は
、
地
域
か
ら
の
実
践
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。
ご
み
の
減
量

化
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
省
資
源
へ
の
取

り
組
み
な
ど
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

②４
月
か
ら
、
家
庭
ご
み
と
資
源
の

祝
祭
日
に
お
け
る
収
集
を
実
施
し
ま

す
。
祝
祭
日
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
の
持
ち
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

家
庭
ご
み
と
資
源
の

祝
祭
日
収
集

喝
年
度
は
、
公
園
な
ど
を
中
心
に

市
内
、
地
点
の
土
壌
の
調
査
を
行
い

環
境
基
準
を
超
え
る
地
点
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

畔
年
度
は
、
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
に
つ
い
て
、
千
葉
県
の
常
時

③ ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

環
境
調
査

一

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

二

も
が
自
立
で
き
安
心
し
て

に
負

を

え
な
い

介
護
老
人
福
祉
施
設
へ
の
入
所
待

機
者
数
は
、
３
月
１
日
現
在
２
４
９

人
で
、
介
護
保
険
開
始
前
の
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
社
会
福
祉
法

人
ア
コ
モ
ー
ド
と
新
設
法
人
（
仮
称
）

あ
び
こ
会
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

現
在
、
第
２
回
の
開
催
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら

の
団
体
や
我
孫
子
市
民
の
参
加
の
拡

大
と
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◎
ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催
：
・
３
０
０
万
円

環
境
に
や
き
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
創
り
出
す
た
め
、
畔
年
度
か
ら

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
へ
の

補
助
制
度
を
新
設
し
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
市
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対
し
、

設
置
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で

す
。
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
し
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

監
視
計
画
に
合
わ
せ
、
湖
北
台
測
定

局
、
水
道
局
、
東
消
防
署
の
市
内
３

カ
所
で
春
夏
秋
冬
の
年
４
回
、
連
続

７
日
間
の
測
定
を
行
い
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
状
況
を
把
握
・
監
視
し
て

い
き
ま
す
。

◎
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査

…
５
４
０
万
円

社
会
福
祉
施
設
の

整
備
促
進

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
へ
の
補
助

づ
く
り’

ム
の
増
設
並
び
に
新
設
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
両
施
設
と
も
妬
年
４
月

オ
ー
プ
ン
予
定
で
、
現
在
、
県
の
審

査
を
終
え
国
の
審
査
結
果
を
待
つ
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
コ
モ
ー
ド
は
既
存
施
設
の
隣
地

に
、
個
室
を
含
む
釦
床
を
増
床
す
る

計
画
で
す
。

（
仮
称
）
あ
び
こ
会
は
、
久
寺
家

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
印
床
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
床
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
個
室
に

よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
採
用
し
ま
す
。

市
は
、
施
設
整
備
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
小
規
模
福
祉
作
業

所
の
運
営
の
安
定
化
と
施
設
の
充
実

を
図
る
た
め
、
畔
年
度
は
、
「
む
つ

ぼ
し
」
作
業
所
が
計
画
し
て
い
る
定

員
犯
人
の
授
産
施
設
の
整
備
を
支
援

し
ま
す
。
知
的
障
害
者
の
就
労
の
場

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援

事
業
の
拠
点
と
し
て
い
き
ま
す
。

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ア
コ
モ
ー

ド
増
設
補
助
．
：
２
５
３
７
万
円

◎
仮
称
あ
び
こ
会
特
別
養
護
老
人
ホ

ｉ
ム
新
設
補
助
：
．
４
８
２
１
万
円

◎
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
整
備

補
助
。
：
２
７
０
０
万
円

４
名
の
精
神
保
健
福
祉
士
を
中
心

に
、
糒
神
障
害
者
へ
の
支
援
を
推
進

し
ま
す
。

精
神
障
害
者
へ
の

施
策
の
充
実

■

麓朧隷卿副塾煙童馳

畔
年
度
は
、
天
王
台
駅
南
口
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設

置
工
事
を
実
施
し
、
我
孫
子
駅
北
口

は
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

視
覚
障
害
者
が
安
全
に
移
動
で
き
る

よ
う
、
駅
周
辺
の
公
共
施
設
な
ど
に

音
声
誘
導
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
畔
年
度
は
、

主
に
国
道
３
５
６
号
の
東
我
孫
子
駅

前
交
差
点
か
ら
相
野
谷
橋
手
前
の
交

差
点
ま
で
の
区
間
、
約
３
０
０
ｍ
の

歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
い
ま

す
。

◎
人
に
や
さ
し
い
駅
整
備
（
天
王
台

駅
南
ロ
エ
事
、
我
孫
子
駅
北
口
実
施

設
計
）
。
：
１
億
１
８
４
２
万
円

◎
束
我
孫
子
駅
北
側
か
ら
相
野
谷
橋

間
歩
道
拡
幅
．
：
３
０
０
０
万
円

在
宅
で
の
生
活
の
支
援
を
充
実
し
て

い
き
ま
す
。

１
矛
月
米
司
Ⅲ
日
一
間
月
三
面
脳
到
上
米

重
度
障
害
者
医
療
識
、
一
時
介
護
料

の
助
成
や
理
髪
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、

ま
た
、
畔
年
度
か
ら
は
基
本
的
に

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
糖
神

障
害
者
が
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
料
、
手
帳
申
請
用
診
断
書
料
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
方
の

社
会
参
加
推
進
の
た
め
に
「
福
祉
ガ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち

福
祉
ガ
イ
ド
マ
ツ
プ
の
作
成

一-一・・‐‐‐

蕊鰯鱸亙璽nm*

９
口
－
１
１
１
、

現
在
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
を
目
的
に
、
生
活
習
慣
病
健
診
、

各
種
が
ん
検
診
、
骨
粗
し
よ
う
症
検

診
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

脚
年
度
は
、
乳
が
ん
検
診
に
新
た

に
釦
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
と
し
た

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を
導
入
し
、

ま
た
、
子
宮
が
ん
検
診
に
検
診
車
を

活
用
し
ま
す
。
さ
ら
に
生
活
習
慣
病

健
診
の
検
査
項
目
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
組
み
入
れ
、
肝
臓
が
ん
の
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
基
本
健
康
診
査
委
託
料
：
・
１
億
６

３
０
４
万
円

マ
マ
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用

者
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
全
国
的

健
康
は
、
人
が
充
実
し
た
生
活
を

送
る
上
で
の
基
本
で
す
。
生
活
習
慨

の
見
直
し
や
健
康
管
理
に
必
要
な
成

人
検
診
を
充
実
き
せ
る
と
と
も
に
、

母
子
保
健
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
が
気
軽
に
身
体
を

動
か
す
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
外
出
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
共
施
設
や
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
て
も
利
用
し
や
す

い
飲
食
店
、
市
の
制
庇
、
民
間
の
サ

ー
ビ
ス
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
傭

成
人
保
健
事
業
健
康
づ
く
り
運
動
教
室

④母
子
保
健
事
業

γ
ハ

ト を
と
お
し
た

一

子
育
て
を
す
る
若
い
世
代
が
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
保
育

園
の
入
園
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
学
童
保
育
室
を
充
実

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
在
宅

で
子
育
て
す
る
父
母
へ
の
支
援
も
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
ざ
ら
に
、
住
宅
施

策
や
成
田
線
の
輸
送
力
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

報
を
幅
広
く
集
め
提
供
す
る
も
の
で

す
。
畔
年
度
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
も
つ
方
を
含
め
た
委
員
を
選
出

し
て
、
情
報
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

◎
福
祉
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成
。
：
３
４

０
万
円

に
も
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
峰
年
度
は
、
妊
娠
中
の
カ

ッ
プ
ル
を
対
象
に
三
マ
パ
パ
育
児

学
趣
を
年
間
４
コ
ー
ス
に
分
け
行

い
ま
す
。
土
曜
日
に
開
催
し
、
夫
婦

で
参
加
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

⑤天
王
台
地
区
は
現
在
、
東
我
孫
子

保
育
園
１
園
し
か
な
い
た
め
、
新
た

な
保
育
施
設
が
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
当
地
区
に
新
設
き
れ
る
双
葉
第

二
保
育
園
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

学
童
保
育
は
、
湖
北
小
と
三
小
の

在
室
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
施
設

保
育
の
充
実

中
高
年
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
寝

育
て
し
や

力
あ
る
ま

力
づ

く
り

ち
を
増
改
築
し
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
学
童
保
育
室
の

開
設
時
間
を
１
時
間
延
長
し
、
午
後

７
時
ま
で
と
し
ま
す
。

◎
双
葉
第
二
保
育
園
新
設
補
助
：
１

億
５
０
０
０
万
円

◎
学
童
保
育
室
整
備
〈
湖
北
小
。
一
二

小
）
…
１
１
０
０
万
円

◎
学
童
保
育
室
開
設
時
間
延
長
：
・
１

３
６
８
万
円

た
き
り
予
防
、
住
民
の
仲
間
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
天
王
台
西
公
園
と

布
佐
南
公
園
に
う
ん
ど
う
遊
園
を
設

置
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
運
動
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
脚
年
度
は
、

ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図

り
な
が
ら
、
湖
北
台
中
央
公
園
に
新

し
く
整
備
し
ま
す
。

◎
健
康
つ
く
り
運
動
教
室
（
湖
北
台

中
央
公
園
）
．
：
６
５
７
万
円

（
次
べ
Ｉ

寺
つ
〃
、
ハ
ツ

く
ジ
ヘ
）

L，

に

－
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
且

「
子
ど
も
の
遊
び
場
・
親
子
の
交

流
の
場
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
い
た

遊
び
場
の
第
１
号
を
、
９
月
か
ら
市

民
会
館
内
（
図
書
館
跡
）
に
開
設
し

ま
す
。
２
名
の
指
導
員
を
配
置
し
て
、

子
ど
も
同
士
・
親
同
士
の
交
流
、
子

育
て
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
、

子
育
て
講
座
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
の
遊
び
場
・
親
子
の
交
流

の
場
づ
く
り
（
市
民
会
館
内
）
…
８

０
０
万
円

子
ど
も
の
遊
び
場
・

親
子
の
交
流
の
場

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
が
ゆ
と

り
を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
住

層
へ
の
住
宅
支
援

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

地
域
で
展
開
き
れ
て
い
る
市
民
の

ざ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
原
動
力
で
す
。
市
民
の
活
動
が
よ

り
活
性
化
す
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
の
持
つ

情
報
を
市
民
と
共
有
す
る
こ
と
を
理

念
に
情
報
公
開
を
進
め
、
元
気
な
ま

ち
と
な
る
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

⑥市
民
が
行
っ
社
会
貢
献
活
動
や
市

民
事
業
を
総
合
的
に
幅
広
く
支
援
す

る
た
め
、
畔
年
度
か
ら
「
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
」
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
を
統
合
し
て
窓
口
を
一
本

化
し
ま
す
。
市
と
社
会
福
祉
協
議
会

に
よ
る
「
共
同
設
厘
と
し
、
市
民

社
協
・
市
の
三
者
に
よ
る
「
共
同
運

営
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
活
動
き
行
っ
て
い
る

方
や
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
す
る
方

市
民
活
動
支
援

'1
ノ

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
力
を

発
揮
で
き
る
し
く
み
づ
く
り

発
民

宅
の
面
か
ら
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

住
宅
取
得
に
対
す
る
利
子
補
給
や

助
成
、
住
宅
情
報
の
提
供
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
必
年
度
に
そ
の
効
果

な
ど
を
調
査
・
研
究
し
、
制
度
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
○

成
田
線
の
利
便
性
の
向
上
を
実
現

き
せ
る
た
め
、
ま
ず
利
用
促
進
に
向

け
た
需
要
喚
起
が
必
要
で
す
。

沿
線
地
域
を
活
性
化
し
利
用
者
を

増
加
き
せ
る
た
め
の
推
進
組
織
を
、

自
治
体
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
を
構
成
員
と
し
て
５
月
に

設
立
し
ま
す
。
そ
し
て
、
沿
線
地
域

の
も
つ
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
々
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
多
彩
な
事

業
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

県
の
（
仮
称
）
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
と
合
築
す
る
我
孫
子
南
区
域
近
隣

セ
ン
タ
１

実
施
設
計
は
、
県
の
手
続
き
に
よ

っ
て
（
株
）
梓
設
計
と
１
月
ｎ
日
に
契

約
し
ま
し
た
。
畔
年
度
に
完
了
さ
せ
、

建
設
工
事
は
過
年
度
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。

天
王
台
南
区
域
近
隣
セ
ン
タ
ー

２
月
８
日
に
、
約
４
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
取
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
委
員
会
が
１
月
調
日

に
発
足
し
ま
し
た
。
畔
年
度
は
、
プ

を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
チ

ラ
シ
づ
く
り
・
Ｎ
Ｐ
○
会
計
入
門
な

ど
と
い
っ
た
、
実
際
に
市
民
活
動
を

行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
内
容
と
し
ま
す
。

近
隣
セ
ン
タ
ｉ
の
整
備

成
田
線
輸
送
力
の
整
備
促
進

I
↓
】

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
設
計
業
者

を
選
定
し
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
の
良
好

な
環
境
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

◎
我
孫
子
南
区
域
近
隣
セ
ン
タ
ー
実

施
設
計
．
：
２
３
２
６
万
円
毎
年
度

予
算
を
繰
り
越
し
）

◎
天
王
台
南
区
域
近
隣
セ
ン
タ
ー
実

施
設
計
…
２
０
６
０
万
円
同
一

情
報
化
の
進
展
は
、
市
民
の
日
常

生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。市

民
と
行
政
、
地
域
内
、
地
域
間

の
連
携
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

行
政
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
、
情
報

化
の
推
進
が
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
情
報
化
を
ま

ち
づ
く
り
に
効
果
的
に
活
用
す
る
た

め
、
畔
年
度
に
情
報
化
推
進
計
画
を

つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

景
気
低
迷
や
雇
用
不
安
の
中
で
、

新
た
な
創
業
や
産
業
の
振
興
を
め
ざ

し
、
創
業
者
支
援
の
た
め
研
修
を
開

催
し
ま
す
。
す
で
に
、
皿
年
度
か
ら

緊
急
地
域
雇
用
特
別
基
金
事
業
で
３

回
実
施
し
、
新
し
く
開
業
し
た
受
講

者
も
出
て
い
ま
す
。

畔
年
度
か
ら
は
市
単
独
事
業
と
し

て
行
う
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
創
業
を

考
え
て
い
る
市
民
や
既
に
創
業
し
て

い
て
販
路
拡
大
な
ど
の
課
題
に
直
面

⑰ 創
業
者
研
修

容
共
施
設
に
毒
け
る
１
丁
活
用

４
月
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

予
約
シ
ス
テ
ム
を
開
始
し
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
開
設
さ
れ
る
図
書
館
の

情
報
技
術
を
交
流
と
発
信
に

い
か
せ
る
環
境
づ
く
り

防
百
■
』

環
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
中
小
企
業

診
断
士
を
講
師
に
し
て
、
事
業
計
画

書
の
作
成
や
個
別
指
導
を
含
む
研
修

を
行
い
ま
す
。

◎
創
業
者
支
援
研
修
：
由
万
円

情
報
公
開
等
条
例
の
改
正
が
昨
年

の
哩
月
議
会
で
可
決
き
れ
、
４
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

我
孫
子
市
の
条
例
は
全
国
で
最
も

進
ん
だ
も
の
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
が
市
の
情
報
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
幅
広
く
、
容
易
に
入
手
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
同
時
に
、
市
の
重
要
な

計
画
や
事
業
は
、
狸
年
度
か
ら
条
例

に
定
め
ら
れ
た
義
務
と
し
て
、
公
表

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
「
市
民
と

市
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
も
、
一
層
の
情
報

公
開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
蔵
書
情
報
の

検
索
が
で
き
ま
す
。
ざ
ら
に
今
後
、

体
育
館
や
市
民
会
館
、
近
隣
セ
ン
タ

ー
な
ど
公
共
施
設
の
総
合
的
な
予
約

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
情
報
端
末
の

設
置
や
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
図
書
館
ホ
ｉ
ム
ベ
ー
ジ
の
開
設
。
：

１
５
５
万
円

情
報
公
開
の
充
実

一
一－
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Ｉ
Ｔ
講
習
会
は
、
３
月
末
ま
で
に

約
１
万
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
受
講

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
７
割
の
方

が
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た
と
回

答
し
、
５
割
以
上
の
方
が
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
の
講
習
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
畔
年
度
は
市
民
ブ
ラ

ザ
で
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
を
再
開
し
、
フ

オ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
会
館
の
図
書
館
跡
に

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
を
設
置
し
、
市
民

の
団
体
や
創
業
・
就
業
者
、
障
害
を

も
つ
方
な
ど
へ
の
研
修
に
効
果
的
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。
情
報
技
術
を

市
民
に
身
近
な
も
の
に
し
て
い
き
ま

す
。

◎
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
の
設
置
・
・
・
２
１

以
上
の
施
策
を
進
め
、
基
本
構
想

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
た

な
経
営
手
法
や
人
材
の
活
用
が
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。

行
政
改
革
実
施
計
画
は
、
「
地
方

７
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
に

加
え
、
次
の
よ
う
な
都
市
整
備
、
水

害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
我
孫
子
駅
前
土
地
区
画
整
理
…
４

億
３
４
３
４
万
円

◎
我
孫
子
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
：
、

２
億
４
８
１
０
万
円

◎
湖
北
駅
北
口
の
整
備
（
測
量
等
委

託
）
…
１
１
０
０
万
円

◎
手
賀
沼
公
園
久
寺
家
線
整
備
（
用

１
丁
の
市
民
へ
の
普
及

都
市
整
備
、

行
財
政
改
革

1

水
害
対
策

－

分
権
を
担
う
市
役
所
づ
く
り
」
と

「
市
民
と
市
の
協
働
の
体
制
づ
く
り
」

を
二
つ
の
柱
と
し
、
弧
の
改
革
項
目

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
新
た

な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
織
築
の
た
め
、

地
買
収
）
：
・
３
億
７
３
６
４
万
円

（
債
務
負
担
行
為
を
含
む
）

◎
我
孫
子
駅
南
北
自
由
通
路
整
備

〈
設
計
）
・
・
・
６
６
６
２
万
円

◎
天
王
台
流
域
水
害
対
策

泉
管
内
貯
留
整
備
。
：
１
９
５
０
万
円

並
木
地
区
排
水
路
改
修
（
実
施
設
計
）

．
：
５
０
０
万
円

◎
布
佐
大
割
排
水
機
場
築
造
（
測
量
毒

基
本
設
計
）
：
．
１
４
４
０
万
円

1 －

検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
デ
ー

タ
化
さ
れ
た
市
議
会
本
会
議
、
各
委

員
会
等
の
情
報
を
短
時
間
に
的
確
に

検
索
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
庁
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
議
会

情
報
の
庁
内
で
の
共
有
化
も
格
段
に

進
み
ま
す
。

０
万
円

L凸.一

議
会
会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム

･

人
事
考
課
制
度
の
導
入

人
材
育
成
を
進
め
る
シ
ス
テ
ム
の

一
つ
と
し
て
、
人
事
考
課
制
度
を
始

め
ま
す
。
人
事
考
課
制
度
は
、
職
員

の
勤
務
実
績
を
客
観
的
か
つ
継
続
的

に
把
握
し
て
職
員
の
能
力
開
発
や
指

導
育
成
、
昇
任
昇
格
に
活
用
し
、
公

正
適
正
な
人
事
管
理
を
行
２
」
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
職
員
自
ら
の
目

標
設
定
と
自
己
評
価
を
取
り
入
れ
ま

す
。
目
標
設
定
は
、
所
属
長
と
の
面

接
に
よ
り
確
定
し
、
自
己
評
価
の
結

果
に
つ
い
て
も
所
属
長
と
の
フ
ォ
ロ

ー
面
接
を
行
い
ま
丈

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
の
設
定

や
評
定
書
の
開
示
も
行
い
ま
す
。

外
部
人
材
登
用

専
門
的
知
識
や
経
験
を
持
っ
た
人

材
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
確
実
に
応
え
て
い
く

た
め
に
も
、
ま
た
内
部
人
材
の
指
導
、

育
成
の
た
め
に
も
非
常
に
有
効
で
す
。

４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ア
ビ
ス
タ
の
セ
ン
タ
ー
長

は
、
「
外
部
か
ら
の
人
材
登
用
に
関

す
る
規
涯
に
基
づ
き
、
２
月
幻
日

の
試
験
委
員
会
で
内
定
し
ま
し
た

（
次
号
の
広
報
で
発
表
）
。

今
後
も
多
様
な
方
法
で
、
外
部
人

材
の
登
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

給
与
体
系
等
の
見
直
し

皿
年
度
か
ら
禿
歳
以
降
の
昇
給
を

停
止
し
、
退
職
手
当
の
退
職
時
特
別

昇
給
を
廃
止
し
ま
す
。

ま
た
、
砕
年
度
と
画
年
度
の
２
カ

年
に
限
り
、
「
早
期
退
職
者
優
遇
制

塵
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

循
歳
以
上
毒
歳
以
下
の
職
員
で
退
職

を
希
望
す
る
者
を
募
集
し
、
退
職
手

当
を
総
合
事
務
組
合
の
条
例
に
基
づ

実
施
計
画
の
改
革
項
目
を
着
実
に
実

行
し
て
い
き
ま
す
。

人
事
制
度
の
見
直
し

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

卿
年
度
は
、
行
政
評
価
検
討
委
員

会
が
中
心
に
な
っ
て
庁
内
に
お
け
る

共
通
認
識
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、

モ
デ
ル
的
な
事
業
評
価
を
行
い
、
そ

の
評
価
を
公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
モ

デ
ル
事
業
で
用
い
た
手
法
を
検
証
し

て
、
よ
り
糒
度
の
高
い
手
法
を
つ
く

り
あ
げ
、
巧
年
度
以
降
の
評
価
に
反

映
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

入
札
監
視
委
員
会
の
設
置

入
札
の
透
明
性
、
公
平
性
を
高
め

る
た
め
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
「
入

札
等
監
視
委
員
会
」
を
畔
年
度
に
設

置
し
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
弁
護
士
な
ど
専
門

家
３
人
で
構
成
し
、
公
共
工
事
お
よ

び
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
入
札
・
契

約
手
続
き
に
関
す
る
審
査
を
行
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
改
善
す
べ
き
点
が

あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
市
長
に
対

し
て
意
見
の
具
申
ま
た
は
勧
告
を
行

い
ま
す
。

き
加
算
す
る
も
の
で
す
。

市
職
員
の
削
減

脚
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な

歪
員
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

計
画
期
間
は
５
カ
年
で
、
全
峨
員
数

の
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
低
”
人
を
削

減
し
ま
す
。

こ
の
計
画
を
進
め
る
た
め
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
委
託
化
を
さ
ら
に

推
進
し
ま
す
が
、
脚
年
度
で
は
終
末

処
理
場
の
管
理
委
託
を
行
い
、
人
員

を
削
減
し
ま
す
。

ま
た
畔
年
度
は
、
現
行
の
区
画
整

理
課
と
都
市
改
造
課
を
統
合
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
柴
崎
土
地
区
画
整
理
が
清

算
事
務
の
み
に
な
っ
た
こ
と
、
我
孫

子
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
の
工
事
が

ほ
ぼ
終
了
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
統
合

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、

人
員
の
削
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

財
政
構
造
の
見
直
し

1

ﾛ、

’
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市
の
平
成
料
年
度
一
般
会
計
予
算
は
２
９
９
億
１
０
０
０
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
３
．
２
％
減
で
す
。
７
つ
の
特
別
会
計
と
水

道
事
業
会
計
を
加
え
た
予
算
総
額
は
、
５
７
２
億
３
１
０
２
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
な
か
、
限
ら
れ
た

財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
予
算
配
分
し
て
い
ま
す
。

金
（
年
度
間
の
予
算
の
調
整
を
行
う

歳
入
た
め
の
積
立
金
）
か
ら
の
春
入
れ

や
臨
時
財
政
対
策
侭
に
よ
り
補
っ
て

市
の
歳
入
の
柱
と
な
る
市
税
は
１
い
ま
す
。

７
３
億
９
５
９
３
万
円
で
、
前
年
度

歳
出

に
比
べ
３
億
８
２
８
万
円
（
１
．

８
％
）
の
減
と
い
う
大
変
厳
し
い
状

況
で
す
。
歳
出
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、
る
の
は
民
生
費
で
、
砕
年
度
も
５
億

税
額
は
年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。
２
０
８
３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
（
国
か
ら
の
補
助
金
新
た
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
力

や
負
担
金
な
ど
）
は
、
２
億
１
４
９
所
の
新
・
増
設
、
保
育
園
の
新
設
、

９
万
円
（
喝
・
３
％
）
増
と
な
り
ま
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
新
設
な
ど

し
た
が
、
地
方
交
付
税
（
各
自
治
体
に
助
成
し
ま
す
。

に
国
が
交
付
）
は
７
億
円
五
・
７
％
）
ま
た
、
土
木
費
も
３
億
９
８
９
４

減
と
な
り
ま
し
た
。

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

こ
う
し
た
状
況
を
、
財
政
調
整
基
新
規
事
業
は
、
公
園
用
地
や
保
全
す

一般会計予算の構成 一
般
会
計
は
２
９
９
億
利
０
０
０
万
円

歳入3 歳出

小
学
校
校
舎
の
改
修
な
ど
を
進
め
る

A 民生費75億2788万円
(25.2％）

市税173億9593万円
（58.2％）

｜
土木灘噸8964万円

（17.4%）

、－－一
市債22億1490万円
～（7.4％）一

教育費39億1730万円
（13.1％）

’

る
緑
地
の
買
い
取
り
、
手
賀
沼
や
利

根
川
の
公
園
再
整
備
、
我
孫
子
駅
南

北
自
由
通
路
な
ど
で
す
。

一
方
、
教
育
費
は
、
億
４
１
４
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

２
年
間
続
い
て
き
た
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
建
設
（
総
額
零
億
６
２
０
万

円
）
と
、
借
地
し
て
い
た
学
校
用
地

の
購
入
五
年
度
に
我
孫
子
第
四
小

学
校
、
喝
年
度
に
我
孫
子
中
学
校
、

合
計
、
億
９
３
２
７
万
巴
が
完
了

し
た
た
め
で
す
。

実
際
の
事
業
と
し
て
は
、
湖
北
台

東
小
校
舎
の
大
規
模
改
造
、
第
一
小

ト
イ
レ
改
修
、
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
〈
校
内
Ｌ
Ａ
且
整
備
、
市
民
図

書
館
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
開
設
や
夜
間
開

館
な
ど
に
新
し
く
取
り
組
み
ま
す
。

畔
年
度
の
当
初
予
算
の
総
額
は
前

年
度
よ
り
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た

が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
率
的

に
有
効
活
用
し
、
今
後
も
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

その他34億7011万円

ｆ
ｌ

(11.6％）

地方消費税9億円(3.0％）

消防費15億2886万円一

（5.1％）

（）内は構成比

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
増
え
る
た
め
増

額
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
、
退
職
者
に
対
す
る
給
付
や
老
人

保
健
へ
の
拠
出
金
、
介
護
給
付
金
の

伸
び
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
は
、

天
王
台
・
柴
崎
土
地
区
画
整
理
の
た

め
の
特
別
会
計
で
、
保
留
地
処
分
の

歳
入
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

一般会計歳出予算の内訳特
別
会
計
は
２
２
５
億
９
９
９
０
万
円

※青色の事業は施政方針に掲載

区分・予算額（対前年度比） 主な事業

生活保護世帯への扶助7億7758万円

介護保険特別会計への繰出金6億4105万円

国民健康保険特別会計への繰出金4億9500万円

私立保育園への児菫保育委託4億7933万円

老人保健特別会計への繰出金4億1611万円

公立保育園の運営費2億7810万円

児童手当の支給2億7018万円

知的障害者援護施設入所者への扶助1億9979万円

私立保育園施設整備の補助（双葉第二保育園）1億5000万円
特別養護老人ホーム整備補助（仮称．あびこ会など）7804万円

民生黄75億2788万円（＋7.4%）

第2次保健福祉総合計画に基づくさまざまな
事業をはじめ、総合的な社会福祉の充実を図り、
必要な支援を行うための経費です。

特別会計の内訳

老人保健77億円(+6.1％）

国民健康保険事業71億9800万円(+7.3%）

介護保険36億1700万円(+4‘2%）

公共下水道事業34樹700万円(-5.1％）

土地区画整理事業4億5700万円(+2.9%）

手賀沼潮上事業1億3400万円(0%）

公共用地取得事業7690万円(-1.4%）

公共下水道事業特別会計繰出金

我孫子駅南北区画整理

中峠亀田谷公園の用地取得

都市排水対策（天王台流域・布佐大割機場など）

手賀沼公園・久寺家線の道路改良
手賀沼沿い斜面林の保全（用地取得、助成）
手賀沼公園の再整備（親水護岸整備）

10億6000万円

6億8244万円

3億4155万円

2億9559万円

2億8664万円

2億6300万円

1億5000万円

土木費51億8964万円（+8.3％）
道路、区画整理、公園、緑地保全、排水

対策など、快適なまちづくりのための都市
整備や環境整備の経費です。

市民会館の管理運営費

市民センター．近隣センターなどの管理費
自転車駐車場の運営費

人にやさしい駅整備(天王台駅南口エレベーター等）

市民プラザの管理運営費
放置自転車の対策費

市民活動センターの運営費

小学校校舎の大規模改造工事（湖北台東小など）
私立幼稚園の就園奨励費補助など

生涯学習センターの管理運営費
五本松運動広場の工事費
市民体育館の改修

小学校プールの市民一般開放

資源回収の奨励金や委託料
廃棄物の処分のための経費

基本健康診査の委託料（胃がん検診など）
各種予防接種の委託料など

谷津ミュージアムの推進(多自然型護岸づくり等）

水槽付き消防ポンプ自動車購入
つくし野分署拡張・庁舎改修

1億4408万円

1億3351万円

1億3278万円

1億3175万円

1億504万円

3024万円

672万円

3億2680万円

1億3508万円

1億2123万円

1869万円

800万円

515万円

3億8094万円

2億3682万円

1億6304万円

1億3170万円

3377万円

3707万円

2152万円

1億2096万円

4769万円

1733万円

1669万円

765万円

1億3537万円

1243万円

378万円

4億45万円

28億3407万円

総務費47億5378万円（-3.5%）
主に市の管理的業務を行う経費と、

コミュニティ活動の促進や交通安全対策
など、他の経費に区分できない経費です。

水道事業会計

47億2112万円
教育費39億1730万円（-33.8％）
教育委員会に係る予算で、小・中学校の運営、

社会教育、生涯学習センター、公民館、図書館、
烏の博物館、スポーツ事業などの経費です。水

道
事
業
会
計
は
、
事
業
経
営
の

た
め
の
収
益
的
予
算
と
、
水
道
施
設

の
建
設
や
改
良
の
た
め
の
査
本
的
予

算
の
２
本
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
事
業
賛
は
、
幻
億
２

１
１
２
万
円
で
、
対
前
年
度
比
璽
．

２
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ペ
イ
オ
フ
の
凍
結
解
除
に
備
え
て
、

有
価
証
券
取
得
蜜
と
し
て
、
ｍ
億
円

を
計
上
し
た
た
め
で
す
。

給
水
戸
数
は
、
４
万
６
１
６
０
頁

年
間
総
給
水
鐘
は
１
３
３
６
万
９
０

０
０
㎡
、
一
日
平
均
は
３
万
６
６
２

７
㎡
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

’
衛生費28億4775万円（＋3‘6％）

ごみ収集。資源化事業や各種検診など、
衛生的で健康な生活の維持・向上を図る
ための経費です。

消防費15億2886万円（＋4.0％）
防火｡救急業務など、市民の安全を守る経費です。

北新田幹線道路橋の改修工事

排水機場の維持管理負担金など
農業振興のための補助金などの支給
水田農業経営の確立のための補助金など
市民農園の維持管理’

ｉ
Ｉ

収支
農林水産業寶4億5257万円（＋13.4%）

農業の墓照鑿憶や都市農業の推進を図る
ための経費です。’

中小企業に対する資金融資
水生植物園の整備管理費
中高年就業支援パソコン研修などの雇用安定対策

議会費

地方債の元利償還

商工費2億8421万円（＋0.1％）
商業や工業、観光の振興、消費生活の

向上のための経費です。

▽水道施設建設に係わる収支

その他34億801万円（＋2.0％）
議会費、公債費など

－

区分

水道事業収益

水道事業費用

予算額(対前年度比）

29億2149万円(-0.1％）

28億7756万円(＋0.5％）

区分

資本的収入

資本的支出

予算額(対前年度比）

2億100万円(－7．4％）

18億4356万円(＋89.5％）
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教
育
行
政
の
基
本
方
針
を
「
個
性

を
尊
重
し
、
互
い
に
学
び
合
う
、
生

涯
学
習
の
実
塑
と
し
、
３
つ
の
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

⑪
繁
雄
雛
譲
購
唾
繼
一

だ
れ誰

で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

学
べ
る
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ
し
、

次
の
４
点
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

①
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
１

日
に
開
館
し
ま
す
。

公
民
館
で
は
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

②
生
涯
学
習
体
制
の
整
備

生
涯
学
習
推
進
市
民
委
員
会
の
提

案
を
受
け
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
を

策
定
し
、
施
策
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
夜
間
開
館
の
実
施

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
の
整

グー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

教
育
委
員
会
施
政
方
針

市民活動センターと
ボランティアセンターが
統合

I

I

』

術
を
進
め
ま
す
。

鳥
の
博
物
館
で
は
、
体
験
学
習
室

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進

文
化
的
な
著
名
人
の
掘
り
起
こ
し

や
、
文
化
芸
術
活
動
を
支
援
し
、
活

動
や
発
表
の
場
の
提
供
を
進
め
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

市
民
体
育
館
を
改
修
し
、
五
本
松

運
動
広
場
を
整
術
し
ま
す
。

ま
た
、
手
賀
沼
公
園
再
整
備
に
伴

い
、
公
園
内
の
プ
ー
ル
は
平
成
巧
年

度
に
廃
止
に
な
り
ま
す
が
、
小
学
校

の
プ
ー
ル
を
順
次
開
放
し
ま
す
。

②
詫
繩
鑿
順
窪
を

完
全
学
校
週
５
日
制
の
も
と
、
学

校
が
ゆ
と
り
の
中
で
特
色
あ
る
教
育

を
行
い
、
子
ど
も
が
豊
か
な
人
間
性

を
身
に
つ
け
、
個
性
を
生
か
し
、
自

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
一
部
を
統

合
し
、
４
月
９
日
（
火
）
か
ら
新
た
な

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
統
合
に
よ
り
、
ざ

ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
や
市
民
事
業
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
総
合
的
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は

場
の
提
供
印
刷
、
打
ち
合
わ
せ
ス

ペ
ー
ス
、
備
品
ロ
ッ
カ
ー
な
ど

情
報
の
提
供
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検

索
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
情
報
誌
で
の

情
報
提
供
、
図
書
・
査
料
の
閲
覧
、

市
内
活
動
団
体
の
惰
報
の
提
供
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
、
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク

今
関
敏
男
教
育
長

ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
を
培
う
た
め
、

次
の
６
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成

学
校
教
育
に
体
験
活
動
を
多
く
取

り
入
れ
、
日
常
活
動
の
中
で
子
ど
も

の
判
断
力
を
培
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

教
職
員
の
研
修
も
進
め
ま
す
。

ま
た
、
外
国
の
文
化
と
ふ
れ
合
う

機
会
を
多
く
す
る
た
め
、
外
国
語
指

導
助
手
を
増
員
し
ま
す
。

②
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
き
め

細
か
な
指
導

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
一
週
あ

た
り
の
授
業
時
数
は
、
２
時
間
少
な

く
な
り
ま
す
が
、
学
習
内
容
を
厳
選

し
、
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

少
人
数
指
導
教
員
は
全
校
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
単
独
で
、
チ

ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
教
員
を
配
置
し
、

ス
な
ど

機
会
の
提
供
講
座
、
研
修
会
、

交
流
会
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
つ

登
録
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
・
斡

せ
ん旗

な
ど

場
所
市
民
会
館
（
旧
市
民
談
話

室
）開

館
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後

９
時
（
金
．
土
曜
日
は
午
後
、
時

ま
で
〉

休
館
日
第
２
．
４
月
曜
日
、
廻

月
霊
日
か
ら
１
月
４
日

連
絡
先
念
７
１
６
５
１
４
３
７

０
、
皿
７
１
６
５
１
４
３
７
１
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
用
垂
画
７
１
８

５
１
５
２
３
３

固
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４

８
８

『

一 一 一 一

ノ

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

指
導
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
男
女
平
等
教
育

小
学
生
と
教
峨
員
向
け
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
発
行
し
、
男
女
平
等
教
育

の
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

④
障
害
児
教
育
の
充
実

就
学
指
導
委
員
会
の
協
議
事
項
を

十
分
に
検
討
し
な
が
ら
、
適
切
な
対

応
を
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
派

避
し
、
相
談
や
教
職
員
の
研
修
を
深

め
ま
す
。
介
助
員
配
置
に
つ
い
て
も

適
切
に
対
処
し
ま
す
。

⑤
学
校
施
設
と
環
境
整
備
の
充
実

湖
北
台
東
小
学
校
で
、
耐
震
補
強

工
事
を
中
心
と
す
る
大
規
模
改
造
工

事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
銭
て
の
中
学
校
に
校
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
（
通
信
設
魎
を
整
備
し
ま
す
。

皇
星
年
の
健
全
育
成

親
子
自
然
体
験
学
習
「
竹
炭
作
り
」

な
ど
を
実
施
し
、
青
少
年
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
の
浄
化
と
育
成
環
境
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
青
少
年
期
ま

市
民
の
創
意
工
夫
と
自
主
的
な
活

動
で
地
域
の
特
色
あ
る
市
民
手
づ

く
り
公
園
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
手
づ
く
り
公
園
活
動
団
体
を
募
集

説
明
会
に
ご
参
加
を

で
の
子
ど
も
が
、
自
主
性
と
社
会
性

を
備
え
、
豊
か
な
教
養
と
広
い
視
野

を
持
ち
、
心
豊
か
で
健
や
か
な
人
間

に
成
長
で
き
る
よ
う
に
（
仮
称
）
子

ど
も
健
全
育
成
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

③
鯏
議
糀
鼈
と

①
新
た
な
文
化
・
芸
術
活
動
の
創
出

み

提
供
き
れ
た
も
の
を
観
る
、
聴
く

と
い
う
受
け
身
の
形
態
か
ら
、
市
民

か
ら
事
業
の
企
画
案
を
募
集
し
、
市

民
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

②
生
活
文
化
・
郷
土
芸
能
の
発
掘
と

継
承先

人
の
生
活
と
文
化
を
知
り
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、

文
化
財
の
保
謹
や
、
考
古
遺
物
展
示
、

文
化
財
施
設
の
開
放
、
史
跡
な
ど
の

案
内
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

③
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
保
存
・

活
用杉

村
松
子
家
文
書
の
資
料
調
査
と

保
存
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
脳
考

古
博
物
館
を
立
ち
上
げ
、
遺
跡
や
遺

物
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

公
園
づ
く
り
に
必
要
な
草
花
の
苗

や
種
、
肥
料
、
レ
ン
ガ
、
材
木
な
ど

を
提
供
。
草
刈
り
機
、
電
気
の
こ
ぎ

り
な
ど
も
貸
し
出
し
ま
す
。

◎
市
民
手
づ
く
り
公
園
の
説
明
会

日
時
・
場
所
４
月
畔
旦
且
午
前

、
時
、
市
役
所
庁
舎
分
館

※
応
募
替
類
な
ど
を
配
布
し
ま
す

募
集
団
体
数
２
団
体

応
募
資
格
自
治
会
、
そ
の
他
地
域

に
根
ざ
し
た
永
続
性
の
あ
る
団
体
で

会
員
ｍ
人
以
上
の
も
の

応
募
方
法
。
圃
応
募
瞥
類
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
５
月
７
日
（
必
着
）

ま
で
に
公
園
緑
地
課
・
内
線
５
４
４

へ
持
参

リ

４
月
１
日
か
ら
、
区
画
整
理
課
と

都
市
改
造
課
が
統
合
さ
れ
、
区
画
整

理
課
に
な
り
ま
す
。

場
所
は
旧
都
市
改
造
事
務
所
（
我

孫
子
駅
南
巳
で
、
名
称
が
区
画
整

理
事
務
所
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
建
設
公
社
は
市
民
会

館
に
移
転
し
ま
す
〈
下
図
参
照
）
。

画
管
財
課
・
内
線
２
２
１

水
道
事
業
は
、
利
用
者
に
安
全
で

お
い
し
い
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、

効
率
的
な
運
営
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

平
成
喝
年
度
の
給
水
収
益
は
、
景

気
の
低
迷
と
利
用
者
の
節
水
意
識
の

定
着
や
、
事
業
所
等
の
大
口
水
需
要

の
減
少
か
ら
、
画
年
末
現
在
、
廻
年

h

… ｜
市役所の課の配置を変重’

。

水道事業経営方針
中村友教水道局長区画整理課と都市改造課が統合

都市建設公社が市民会館に移転

４
月
１
日
か
ら
、
消
餐
生
活
セ
ン

タ
ー
は
、
市
役
所
西
別
館
に
移
転
し

〈
図
参
照
）
、
被
害
事
例
が
検
索
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
や
関
係
書
物

の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

固
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
蚕
７
１
８

５
１
０
９
９
９
（
平
日
午
前
、
時
か

ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
）

度
を
や
や
下
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
営
業
外
収
益
に
つ
い
て
も
、

住
宅
建
築
の
減
少
か
ら
給
水
契
約
負

担
金
な
ど
の
収
入
が
ｎ
年
度
を
大
き

く
下
回
り
ま
す
が
、
決
算
は
３
年
連

続
し
て
黒
字
の
見
込
み
で
す
。

し
か
し
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
畔

年
度
予
算
は
、
料
金
等
の
収
納
率
の

向
上
や
、
徹
底
し
た
経
識
削
減
と
実

施
事
業
の
選
択
を
基
本
と
し
た
緊
縮

型
の
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
給
水
収
益
の
増
収
が
今
後

も
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
市
水

道
事
業
基
本
計
画
に
基
づ
く
短
期
実

施
計
画
宮
～
画
年
度
）
を
見
直
し
、

巧
年
度
を
初
年
度
と
す
る
３
カ
年
実

施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◎
第
４
配
水
場
の
建
設
の
基
礎
調
査

新
木
・
布
佐
地
区
の
水
圧
不
足
の

解
消
や
、
将
来
の
直
結
給
水
、
災
害

時
対
策
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
気

象
送
信
所
跡
地
の
一
部
に
、
第
４
配

水
場
を
設
置
す
る
た
め
の
測
量
と
地

質
調
査
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
配
水
場
の
構
造
は
、
土
地

▼市民会館。西別館案内図 消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
市
役
所
西
別
館
に
移
転

’
の
有
効
利
用
や
、
周
辺
の
景
観
を
考

慮
し
、
地
下
方
式
を
検
討
し
ま
す
。

◎
石
綿
管
の
改
修
工
事

石
綿
管
は
、
強
度
や
耐
震
性
の
面

に
劣
っ
て
い
る
た
め
、
全
て
改
修
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

畔
年
度
は
、
石
綿
管
改
修
工
事
計

画
書
を
作
成
し
、
石
綿
管
の
集
中
し

て
い
る
新
木
野
１
．
４
丁
目
地
先
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
調
査

地
震
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

確
保
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
中
枢

で
あ
る
妻
子
原
浄
水
場
と
、
Ｐ
Ｃ
タ

ン
ク
（
配
水
池
）
の
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
。

◎
ベ
イ
オ
フ
に
伴
う
資
金
運
用

今
年
４
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ
が
解
禁

さ
れ
、
今
後
は
、
自
己
責
任
に
お
い

て
金
融
機
関
や
金
融
商
品
を
選
択
し
、

は
た
ん

破
綻
に
備
え
た
対
策
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
金
融
政
策
や
市
場
の
動
向
を

注
視
し
、
市
水
道
局
資
金
連
用
リ
ス

ク
管
理
基
準
に
よ
り
、
確
実
で
よ
り

安
全
性
を
重
視
し
た
資
金
運
用
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

能
で
す
。
こ
の
場
合
、
必
ず
書

面
で
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

キ
や
ツ
チ
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
を

◎
言
葉
巧
み
に
近
づ
く
キ
ャ
ッ

チ
セ
ー
ル
ス
の
被
害
が
増
え
て

い
ま
す
。
親
し
げ
な
販
売
員
に

気
を
許
す
と
、
次
々
に
高
額
な

商
品
を
契
約
き
せ
ら
れ
か
ね
ま

せ
ん
。
安
易
に
応
じ
な
い
こ
と

が
大
顎
で
す
。

◎
明
確
に
契
約
を
拒
否
す
る
勇

気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◎
万
一
、
訪
問
販
売
で
契
約
し

て
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
行
使

す
れ
ば
、
無
条
件
で
解
約
が
可

9
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公
民
館
で
は
、
４
月
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
学
級
・
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

内
容
左
表
参
照
（
背
景
が
青
色
の

も
の
が
学
級
、
灰
色
は
講
座
）

対
象
市
内
在
住
の
方

注
意
＊
申
し
込
み
は
一
人
に
つ
き

学
級
ひ
と
つ
、
講
座
は
制
限
な
し

（
各
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

＊
豪
庭
教
育
学
趣
に
応
募
き
れ

る
方
は
お
子
ざ
ん
の
学
校
名
、
保
育

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
子
さ
ん
の
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
を
明
記
の
こ

と
。
申
し
込
み
は
学
校
で
配
布
き
れ

る
申
込
書
（
入
学
式
以
降
配
布
予
定

盃
麗
龍
学
級
生
。

職.劃
親子で楽しいふれあいを

端兜コー墓のびのび親子学級 ■一一－一

心もからだも丈夫な子に

i 鰐伽爾い順と諸て襟し"議洲｡｜日時5月～12月午前10時～11時(全10回）

場所｡コース我孫子地区公民館災曜コース､我孫子
地区公民館金曜コース$湖北地区公民館災曜コース
対象2歳児(平成11年4月2日～12年4月旧生
まれ)とその保護者

定員剰諦子地区公民館各27組､湖北地区公民館23組
参加費1’000円

人格形成に亘雲なこの時期｡親子のふれあいを楽しみ
ながら､子育てを学び合い､成長を見守ってみませんか。
日時5月～12月の木曜日午前10時～11時30分(全
10回）

場所我孫子地区公民館

対象｡定員3歳児(平成10年4月2日～11年4月1
日生まれ）とその保護者､25組

参加費1000円

』

4

で
も
可
＊
「
の
び
の
び
親
子
学
級
」

に
応
募
さ
れ
る
方
は
、
対
象
児
の
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
を
明
記
の
こ

と
。
対
象
児
よ
り
小
き
い
お
子
さ
ん

を
連
れ
て
の
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

そ
の
子
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別

も
明
記
。
対
象
児
よ
り
大
き
い
お
子

さ
ん
を
連
れ
て
の
参
加
は
不
可
。

※
ア
ビ
ス
タ
の
駐
車
場
は
有
料
。

応
募
期
限
（
い
ず
れ
も
消
印
有
効
）

＊
長
寿
大
学
、
地
域
福
祉
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
、
の
び
の
び
親
子
学
級
、
市
民
カ

レ
ッ
ジ
（
文
学
歴
史
コ
ー
ろ
：
・
４

月
８
日
、
＊
市
民
カ
レ
ッ
ジ
（
文
学

家庭教育学級
子育ての輪を広げよう

日時5月～来年2月午前9時50分~正午(全11回)、
企画運営会（6回）＄課外学習(2ロ希望者のみ）
コース・場所｡定員◎災曜コース…我孫子地区公民
館40人◎金曜コース･湖北地区公民館､30人
内容親と子のふれあい（ロールプレイング）‘公開
講演会､手賀沼船上学習、自主学習(絵本についての
話し合い学習など）

対象小学校1年生の保護者(お子さんを連れての参

加もできます。2歳以上は保育あり）

参加費1,000円

黒春期講座(前期）
子どもの心とどうむきあいますか

講
座
崖
霧
募
集

思春期は､不安や悩みがいっぱい｡そんな子どもの
心を受けとめて理解し、支えるために必要なものを考
えてみましょう。

日時｡内容①5月29日(水)｢親と子のいい関係｣講
師…菅野泰蔵さん(東京カウンセリングｾﾝﾀー 所長）

06月17日(月)｢子どもの反抗と親の役割｣講師･佐
木々恵子さん(臨床心理士）、いずれも午前10時~正

午

場所｡定員我孫子地区公民館、いずれも30人
参加費無料

’ 歴
史
コ
ー
ス
を
除
く
）
、
男
性
料
理

『
ふ
ざ
」
…
４
月
巧
日
＊
家
庭
教

育
学
級
、
思
春
期
講
座
：
４
月
零
日

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
１
学

級
・
誰
座
）
に
、
希
望
の
学
級
・
講

座
名
、
場
所
お
よ
び
コ
ー
ス
（
の
び

の
び
親
子
学
級
・
家
庭
教
育
学
級
・

市
民
カ
レ
ッ
ジ
の
み
）
、
郵
便
番
号
、

ふ
り
が
な

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
し
、
〒
２

７
０
１
１
１
４
７
若
松
率
の
４
我
孫

子
地
区
公
民
館
へ

固
同
公
民
館
壷
７
１
８
２
１
０
５

１
１
（
月
の
最
終
月
曜
日
は
休
館
）

’|’11

難藤蕊｡三ス
’

蝉歴史ｺー ﾇ市民カレッジrー

素敵にワ ンス フフ ゲイン 我孫子再発見！

きらきら輝いた人生を送るため､自分を見つめ直し
自分らしい生き方を考えてみませんが。

日時｡場所5月9日～12月の木曜日午前9時30分

～正午､我孫子地区公民館(全12回）

内容第1回目は｢もっと魅力的なあなたになる魔法

のレッスン」（予定)ほか‘女性の自立､健罵自分

のできることなど

対象｡定員18歳以上の女性､40人

参加費500円

我孫子の文学･歴史の講義や､史跡めぐりなどを通

して新たな関心の扉を開き‘もっと我孫子を好きにな

りませんか。

日時｡場所4月27日~来年2月の土曜日午前9時30分

~正午､主に我孫子地区公民館(全15回）

内容我孫子､湖北､布佐にゆかりの文人や歴史の講

義散策

対象・定員18歳以上の方､40人

参加費500円

第
２
土
曜
日
に
、
体
操
や
折
り

紙
、
お
は
な
し
会
、
将
棋
な
ど
で

楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン

グ
、
陶
芸
な
ど
が
あ
る
月
は
、
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〆 、

楽しく遊ぼう
学校週5日制

蝿関連行事ふ

’

で鰐｡証
生き生き．瞳 カ ン ド ラ イ フ

豊かで楽しいセカンドライフを送るため､身近なテ

ーマを学習しながら、多くの仲間と語り合い､活動の

場を広げましょう。

日時｡場所5月11日～9月の土曜日午前9時30分～

正午､我孫子地区公民館(全7回）

内容セカンドライフに役立つやさしい法律経済

（年金､社会保険､相続税など）

対象｡定員65歳未満の方､40人

参加費200円

勇塾ｺー ｽ

ノ

日
時
第
２
土
曜
日
午
前
９
時
”

分
か
ら
ｎ
時
調
分

参
加
蜜
無
料

◎
元
気
に
体
を
動
か
そ
う
！

（
５
月
か
ら
実
施
）

場
所
我
孫
子
地
区
公
民
館
亨

ビ
ス
タ
内
）

内
容
体
操
ほ
か

持
参
タ
オ
ル
、
上
履
き

◎
楽
し
く
遊
ぼ
う
！

場
所
湖
北
地
区
公
民
館

内
容
折
り
紙
（
折
り
紙
、
の
り
、

ハ
サ
ミ
持
参
）
、
お
は
な
し
会
、

語
り
、
将
棋
、
オ
セ
ロ

画
我
孫
子
地
区
公
民
館
霊
７
１

８
２
１
０
５
１
１

、

－－

男の台所

時節の素材を生かした料理を男同士で楽しく作って

みませんが。栄養についても考えましょう。

日時5月18日～来年2月の土曜日午前9時30分～

午後0時30分(全12回）

場所我孫子地区公民館

内容和食洋食･中華の料理実習､食品の栄養につ
いてほか

対象。定員18歳以上の男性､30人

参加費500円（別途全実習費7,000円）

ド

一
■
■
陣
・
日
函

新
木
駅
付
近
で
発
掘
き
れ
た
土
器

３
点
に
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時

奈
良
時
代
の
人
名
が
書
か
れ
た
土
器
の
レ
プ
リ
カ
〈
複
製
）
が
完
成

ア
ビ
ス
タ
の
オ
ー
ブ
ー
ー
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
実
物
と
レ
プ
リ
カ
を
展
示

地域福祉ゼミナール長 寿大学
心豊かlこ学ぶ誰人牛を 少子高齢化社会の学習

少子高齢化社会に健康で生きがいのある生活を送る

ための対応や､共に支え合う地域づくりを考えます。

日時4月17日～来年3月の水曜日午前9時30分~正

午(全19回）

場所我孫子地区公民館

内容基礎ｺース（高齢者福祉の墓礎学習）㈱我孫子

市の福祉の現状､年金遺言介護､福祉施設の見学

対象。定員18歳以上の方､30人

参加費1,000円

新しい友だちとこれから楽しく学びあい、心豊かに

過ごしてみませんか。（4月19日入学式）

日時｡場所月2．3回のハ木・金曜日午前9時50
分~午後2時30分､湖北地区公民館(全28回）
内容学習ﾃー ﾏは受講者が協議のうえ決定
対象・定員昭和12年4月1日以前に生まれた方で‘
4年剛論して学習に参肛でき、定職をお持ちでなく、
尾t涯大学に在籍または入学予定のない方､56人
割蹟5,000円(文集代1,500円を含む）

代
の
初
め
（
約
１
２
０
０
年
前
）
の

く
す
は
ら
ぺ
み
よ
う

「
久
須
波
良
部
」
と
い
う
古
代
の
苗

じ字
を
持
っ
た
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、
教
育
委
員
会
の
調
査
で
分

か
り
ま
し
た
。

奈
良
束
大
寺
に
伝
わ
っ
た
奈
良
時

代
初
め
の
我
孫
子
地
域
の
戸
籍
に
は
、

久
須
波
良
部
に
あ
た
る
人
々
が
多
く

記
き
れ
て
お
り
、
こ
の
土
器
は
古
代

の
戸
籍
の
実
態
を
証
明
す
る
、
日
本

で
唯
一
の
査
料
と
し
て
注
目
き
れ
て

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
貴
重
な

適
物
を
保
存
し
、
広
く
市
民
の
方
々

男性料理『ふさ』保育ボランティアを募集
学習中の保育を手伝っていただける方を募集します。

子どもの好きな方なら､資格の有無は問いません。
日時5月18日、6月15日、7月27日、9月2旧、
10月19日、11月16日、12月21日土曜日の午前中
(全7回）
場所布佐南近隣センター
内容騰鯉の基礎から簡単なﾎー ﾑパー ﾃｨができる
まで

対象｡定員18歳以上の男性､16人(以前に受講され
た方はご遠慮ください）

参加費7,000円(材料代含む）

に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
３
点
の

土
器
の
レ
プ
リ
カ
（
複
製
）
を
作
成

し
ま
し
た
く
写
真
）
。

今
日
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ア
ビ
ス
タ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
開
催
期
間
中
、
土
器
の

実
物
と
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
岼
日

（
且
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
（
１

日
は
午
後
３
時
か
ら
）

場
所
ア
ビ
ス
タ

圖
教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
財
担

当
壷
７
１
８
５
１
１
１
５
１

I
対象講座家庭教育学級
日時我孫子地区公民館
…災曜日、湖上地区公民
館･･金曜日のいずれも午
前中（月1回程度）
申し込み・問い合わせ

し

’電話で我孫子地区公民館窓71820511ヘ
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そ
の
ま
ま
で
、
医
療
饗
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、

沌
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
１
日
か
ら

（
誕
生
日
が
１
日
の
方
は
そ
の
月
か

ら
）
、
価
歳
以
上
の
寝
た
き
り
な
ど

の
方
は
認
定
を
受
け
た
月
の
翌
月
か

ら
と
な
り
ま
す
。

外
来
一
部
負
担
金
が
４
月
１
日
か
ら

変
わ
り
ま
し
た

老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
が
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

外
来
の
一
部
負
担
金
の
月
額
の
上
限

が
変
わ
り
ま
し
た
。
雲
１
）

刈
歳
に
な
っ
た
ら
老
人
保
健

外
来
一
部
負
担
金
が
今
日
か
ら
変
更
に

老
人
保
健
は
、
沁
歳
（
寝
た
き
り
入
院
の
場
合

な
ど
の
方
は
砺
歳
〉
以
上
の
方
が
、
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
資
格
は
方
が
入
院
し
た
と
き
は
、
治
療
に
か

－－－

鯵愚へん糞障
j；

ー

小。中学生の皆さんの作品を募集します

我
孫
子
市
「
め
る
へ
ん
文
庫
」
は

子
ど
も
た
ち
が
創
作
活
動
に
親
し
み

を
持
ち
、
豊
か
な
感
性
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
昨
年
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
か
ら
作
品
を
募
集
し
、

入
賞
作
品
を
本
に
し
て
、
市
内
小
・

中
学
校
や
図
書
館
な
ど
に
配
り
ま
す
。

今
回
が
最
初
の
募
集
で
す
。
小
・

中
学
生
の
皆
さ
ん
、
夢
の
あ
ふ
れ
る

作
品
を
お
寄
せ
く
だ
き
い
。

応
募
資
格
小
・
中
学
生
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も

募
集
作
品
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
、
枚
以
内
（
ワ
ー
プ
ロ
等
の
場
合

は
Ａ
４
判
の
紙
を
使
用
し
、
４
０
０

０
字
以
巴
で
、
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
・

童
話
等
の
創
作
で
夢
あ
ふ
れ
る
未

発
表
の
（
他
の
作
品
展
に
応
募
し
て

い
な
い
）
日
本
語
で
書
か
れ
た
作
品

※
入
選
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属

し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
方
法
郵
送
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご

応
募
く
だ
き
い

▼表1外来一部負担金く改正前〉〈改正後〉１
１

１
１
１
ｌ

ｂ

か
つ
た
識
用
の
１
割
と
食
事
代
の
一

部
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
市
民

税
非
課
税
世
帯
等
の
方
は
、
自
己
負

担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
介
謹
支
援

課
に
認
定
証
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
〈
表
２
）

室
料
の
差
額
や
お
む
つ
代
等
、
保

険
の
き
か
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

別
に
実
費
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
も
の

．
ル
セ
ッ
ト
な
ど
、
医
師
が
必
要

＊
郵
送
…
原
稿
に
表
紙
を
つ
け
、
そ

こ
に
題
名
、
氏
名
、
性
別
、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
帥
円
切
手
を

貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
（
住
所
、
氏

名
を
明
記
）
を
同
封
し
て
申
込
先
へ

＊
Ｅ
メ
ー
ル
：
．
作
品
は
テ
キ
ス
ト
デ

ー
タ
で
、
そ
の
冒
頭
に
題
名
、
氏
名
、

性
別
、
学
年
、
睡
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、
申
込
先
へ

賞
一
席
…
賞
状
、
図
書
券
３
万
円

分
（
１
編
）
二
席
…
蛍
状
、
図
瞥

券
２
万
円
分
（
２
編
）
佳
作
…
賞

状
、
図
書
券
１
万
円
分
（
、
編
以
内
）

応
募
期
限
８
月
訓
日
（
消
印
有
効
）

発
表
哩
月
中
旬

選
考
委
員
宇
尾
房
子
ざ
ん
、
長
縄

栄
子
さ
ん
、
松
丸
数
夫
さ
ん
、
横
山

悦
子
ざ
ん

申
込
先
。
画
我
孫
子
１
６
８
４
教

育
委
員
会
文
化
課
内
「
め
る
へ
ん
文

庫
」
係
云
７
１
８
５
１
１
１
５
１

Ｅ
メ
ー
ル
言
ご
盲
。
。
一
豆
．
農
房
。
．

○
ゴ
ー
ウ
雲
・
一
つ

▼表2入院時の負担金

１
１

内
容
左
表
参
照
（
５
月
開
遜

※
入
門
は
全
く
初
め
て
の
方
が
対
象

講
習
時
間
い
ず
れ
も
１
回
２
時
間

場
所
表
中
①
は
市
民
会
館
、
②
・

④
は
市
民
セ
ン
タ
ー
布
佐
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
、
③
は
我
孫
子
地
区
公

民
館
（
ア
ビ
ス
タ
内
）
、
そ
の
他
は

市
民
プ
ラ
ザ

定
員
①
～
⑦
は
、
人
、
⑪
は
、
人
、

と
認
め
た
治
療
用
補
装
具
代
な
ど
は
、

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
金
額
の
う
ち
、

定
め
ら
れ
た
基
準
額
で
払
い
戻
し
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
場
合
に
も
、
老
人
保
健
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

警
察
と
同
時
に
、
介
護
支
援
課
に
も

届
け
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
療
養
見
舞
金
制
度

老
人
保
健
で
、
継
続
し
て
２
カ
月

以
上
医
療
機
関
に
入
院
し
た
場
合
、

１
万
円
の
見
舞
金
が
１
年
に
１
回
を

限
度
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
先
・
固
介
該
支
援
課
・
内
線

４
１
４橇

｡回数｜開講日時’ 講師名 受講料

１
１
１

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会

’
ﾚゴﾘー,ｳｵーﾚｿ
（アメリカ）

26,000円
ﾃｷｽﾄ代雛

毎週木曜日
午後2時

英会話基礎＄
36回 外スーザン・ワダ

（シンガポール）
26,000円
ﾃｷｽﾄ代脆

毎週火曜日
午前10時

英会話初級＄
36回(火）

②
一
③
｜
④
｜
⑤
一
⑥
｜
⑦
｜
⑧
｜
⑨
｜
⑩
｜
⑪
｜
｜
⑫
｜
⑬
｜
⑭
｜
｜
⑮
一
⑯

リソドソ･グリーン
（イギリス）

毎週日曜日
午後3時

26,000円
ﾃｷｽﾄ代B脳

英会話初級＄
36回(日）

国
語
講
座
生
を
募
集

毎預余曜日
午前10時

マイケル，テーラー
（アメリカ）

26,000円
ﾃｷｽﾄ代鵬

英会話中級、
36回

ｕ
§
Ｉ
ｑ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
０
．
心
朝
刷
劃
Ⅲ
Ⅷ
川
引
到
副
刷
郡
馴
訓
６
４
３
Ｊ
〃
屯
Ｇ
１
０
■
守
敢
０
■
１
曲
馴
皿
飢
馴
印
、
則
創
Ⅷ
別
別
制
別
別
印
Ⅶ
引
副
例
Ⅲ
刷
馴
判
Ⅲ
引
皿
引
創
引
例
例
岫
Ⅲ
甜
列
別
別
引
例
Ⅶ
剛
印
Ⅱ
Ｈ
Ⅳ
Ⅱ
Ｉ

毎週日膣日
午後1時40分

ﾚﾘー ，ｳｫー ﾚﾝ
（アメリカ）

英会話上級＄
36回

28,000円
ﾃｷｽﾄ代瀧

李栄中/ｲ冬金薄
(中国）（中国）

中国語会話
初級、36回

毎週日曜日
午前10時20分

26,000円
ﾃｷｽﾄ代鵬 ⑮

・
⑯
は
人
数
制
限
な
し
、
そ
の
他

は
喧
人
（
応
募
者
多
数
時
、
抽
選

注
意
◎
受
講
料
は
一
括
納
入
で
す

◎
会
場
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
◎
定
員
に
満
た
な
い
講
座
は
開

講
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
◎
受

講
生
は
自
動
的
に
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
会
員
に

な
り
ま
す
◎
受
講
生
が
会
場
の
確

保
を
当
番
で
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

老人保健の各種届け出

李栄中/ｲ冬金薄
(中国）（中国）

毎週日曜日
午後1時40分

中国語会話
中級、36回

26,000円
ﾃｷｽﾄ代瀧

こんな時には届け出を｜いつまでに 必要なものへ

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

すみやかに(70歳に
到達する月の初めに
受給資格取得届書を
郵送します）

毎凋令曜円
午前10時20分

フランス語会話
入門、12回

ミジェル･tZロカワ
（フランス）

14,000円
ﾃｷｽﾄ代脆 印鑑、健康保険証、

受給資格取得届書
70歳になったとき

毎週水曜日
午前10時20分

フラソス語会話
初級、36回

ミジェル･tZDカワ
（フランス）

34,000円
ﾃｷｽﾄ代脆

第1．3土曜日
午前10時20分

フラソス語会話
中級、20回

ミジェル，上、カヮ
（フランス）

22,000円
ﾃｷｽﾄ代鵬 14日以内に

転出するとき

転入したとき

転出するとき

死亡したとき

転居したとき

印鑑、健康保険証

韓国語会話
入門、24回

毎週日曜日
午後6時

金
崖

南淑
国）

32,000円
ﾃｷｽﾄ燗雌

0

印鑑､健康手帳､老
人医療受給者証14日以内に韓国語会話

初級、36回
毎週 令曜 R
午前10時20分

金
崖 瀞’

34,000円
ﾃｷｽﾄ代雛 申

し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
１

講
座
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
４
月
、
日

（
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
１
４
２
の

１
市
民
プ
ラ
ザ
内
国
際
交
流
協
会
へ

（
⑮
・
⑯
は
、
随
時
電
話
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
）

固
同
協
会
壷
７
１
８
３
１
１
２
３

１
（
木
曜
日
を
除
く
）

スペイン語会話
入門、12回

毎週水曜日
午前10時20分

ﾄﾘｦｱ‘ｱﾗｿﾂｱ
（ チ リ ）

印鑑､健康保険証、
健康手帳、老人医療
受給者証

印鑑、健康保険証､
①身体障害者手帳
②国民年金証書
③診断書のうち
いずれかの書類

,鰡鴨’ 医療保険が変わったと
き・喪失したとき

14日以内に

1 3
スペイン語会話
初級、36回 |謝膿

毎週金曜日
午前10時20分

コニー・ハシモト
（メキシコ）

外国人のための日
本語教室()II)､350

毎週火曜日
午前10時30分 日本語ボランテ

ィア講師ほか
無 料
ﾃｷｽﾄ代雛 65歳以上の方が寝たき

りなどになったとき
ﾀﾄ国人のための日
本語教室(土)‘35回

毎洞士曜日
午後1時30分

なるべく早く

外国人のための
文化講座､12回

主に木曜日
4/18,5/16ほか

ボランティア講師
(料理･生け花など）

実施日ごと
に実費

－

、

本
町
急
丁
目
自
転
車
駐
車
場
が
完
成

今
日
か
ら
使
用
を
開

我
孫
子
駅
南
口
の
東
側
線
路
沿
い

に
、
本
町
３
丁
目
自
転
車
駐
車
場
が

完
成
し
、
４
月
１
日
か
ら
使
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

こ
の
自
転
車
駐
車
場
は
、
自
転
車

我
孫
子
市
消
防
団
（
飯
田
和
行
団

長
）
が
２
月
８
日
、
日
本
消
防
会
館

で
、
（
財
百
本
消
防
協
会
か
ら
「
表

彰
座
を
受
章
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を

火
災
か
ら
守
り
、
災
害
を
予
防
す
る

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
ま
す

市
消
防
団
が
「
表
彰
旗
」
を
受
章

‐
０
↓
“
ｑ
ロ
ー
凸
ｄ
■
も
一
叩
０
■
■
■
吾
凸
■
■
■

一
あ
び
こ
あ
れ
‐
こ
価
而
■

’
１
１
１
１
ｊ
即
一
■
■
■
■
■
団
口
弓
■
■
配
囲
リ
Ⅱ
９
．
１
４
■
■
日
■
■
■
。
■
■
■
■
■
１
１
４
１
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
１
１
・
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ｆ
ｌ
川
‐
旧
‐
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

約
１
６
０
０
台
二
時
預
か
り
１
０

５
台
）
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
－
４
８
台
が

収
容
で
き
る
、
鉄
骨
造
り
２
階
建
て

３
厨
の
縦
遥
で
す
。

建
物
は
（
財
百
本
自
転
車
普
及
協

会
の
協
力
で
競
輪
公
益
資
金
の
補
助

を
受
け
、
同
協
会
と
共
同
で
建
設
し

た
も
の
で
丈

な
お
、
我
孫
子
駅
南
口
の
東
側
に

は
、
第
１
自
転
車
駐
車
場
と
第
２
自

転
車
駐
車
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
公

園
整
備
の
た
め
に
廃
止
し
ま
し
た
。

画
交
通
整
術
課
・
内
線
３
３
０

※
市
の
有
料
自
転
車
駐
車
場
の
管
理

人
の
駐
在
時
間
が
、
午
前
６
時
犯
分

か
ら
９
時
弛
分
の
３
時
間
に
な
り
ま

し
た
。

固
消
防
本
部
総
務
課
垂
７
１
８
１
’

１
７
７
０
０

と
い
う
、
消
防
の
使
命
の
達
成
に
努

め
、
そ
の
成
繊
が
抜
群
な
機
関
と
し

て
、
全
国
の
３
６
３
６
消
防
団
の
中

か
ら
幻
消
防
団
に
授
与
さ
れ
た
も
の

で
す
。
千
葉
県
内
で
は
、
我
孫
子
市

消
防
団
だ
け
が
受
章
し
、
第
完
回
千

葉
県
消
防
大
会
で
改
め
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

２
月
塑
日
に
は
、
消
防
団
の
役
員

が
市
役
所
を
訪
れ
、
市
長
へ
受
章
の

報
告
を
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

飯
田
団
長
は
言
れ
か
ら
も
市
民

の
皆
ざ
ん
か
ら
の
期
待
に
こ
た
え
る

た
め
に
、
消
防
団
の
使
命
達
成
に
努

め
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

p

6

始

－

－ －

院内で葵をもらった、
またI嬢なしの場合

院ﾀﾄ篠をも6つ鳩合

定鯏繼択している

診繍の場合

’

ｼ剛200以上の
儲に”っ鳩合

ベ､､ノド猫りﾊﾊｷ藍

ベツ

医療機関に
§ま吾1－

澱
医療機関に

薬局に

図200以上

Qnnnm士乖

b,UUUHま（

1,500円まで
1月､、国士赤

Z,OOUHまぐ

2,500円まで

1日800円

(月4回まで）
一

0円まで
一一－一

5,300円まで

1,600円まで
1Rnn国中下

霧蕊
1日850円

(月4回まで）

市民税課税世帯の方

市民税が非課税世帯等の方

|入院が90日を超えた場合

市民税緋識世帯で

鵲福祉年金を受給bてい訪

1カ月の

入院時-部負担金

37,200円まマ

24,600円まで

24,600円まで

15,000円まで

旧当たり
の食靴

780円

650円

500円

300円
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備
認
、
弓
鰹

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。
講
師
深
山
正
己
ざ
ん
（
手
賀
沼
漁

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）

市
役
所
：
．
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
垂
７
１
８
５
１
１
１
１
１
対
当
日
先
着
１
６
０
人

で
か
け
て
蔑
蓬
舞
蕊
尭
遥
悪
輔
蕊
課
内
管
２
．

淵
＆
霊
棚
碧
》

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

が
ま

日
４
月
６
旦
土
）
・
７
日
百
両
会
コ
ー
ラ
ス
部
、
第
一
小
学
校
合
唱
の
我
孫
子
地
区
公
民
館
の
陶
芸
窯
を

時
～
刀
時
（
７
日
は
暉
時
ま
で
）
部
、
白
山
中
学
校
合
唱
部
、
茎
答
安
全
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

所
湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）
唱
団
回
転
木
馬
、
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

内
あ
び
こ
陶
友
会
身
体
障
害
者
ル
灘
に
よ
る
認
ぴ
こ
北
越
鐸
諜
プ
陶
芸
窯
を
使
用
す
る
髪
口
は
、
こ

福
祉
セ
ン
タ
ー
陶
芸
班
、
ふ
れ
あ
い
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
の
演
奏
（
総
指
揮
…
の
講
習
会
の
修
了
者
が
条
件
と
な
り

陶
芸
講
座
生
の
作
品
展
片
山
み
ゆ
き
さ
ん
）
ほ
か
ま
す
の
で
、
使
用
を
希
望
す
る
方
は

問
小
林
盃
７
１
４
９
１
０
５
７
４
賛
３
０
０
０
円
（
高
校
・
大
学
生
必
ず
受
講
し
て
く
だ
き
い
。
受
講
者

民
謡
舞
踊
鑑
賞
会
唯
蝿
誹
謎
学
手
。
に
穆
了
証
を
春
し
手
・

日
・
所
４
月
、
日
（
水
而
時
～
哩

日
。
所
４
月
畔
旦
旦
９
時
～
口
問
高
見
壷
７
１
８
４
１
５
１
９
７
時
、
我
孫
子
地
区
公
民
館

内
民
謡
連
合
会
・
舞
踊
連
盟
の
指
お
花
臭
大
会
・
日
本
伝
統
茶
這
謝
甦
詫
郵
趣
唾
華
珈
率
甥
↑
我
孫

時
、
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

導
者
に
よ
る
民
謡
舞
踊
の
披
露
日
・
所
４
月
叫
旦
日
茄
時
～
砕
子
地
区
公
民
館
壷
７
１
８
２
１
０
５

問
岡
田
壷
７
１
８
２
１
５
４
３
８
時
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
２
１
１
唖
７
１
６
５
１
６
０
８
８

我
孫
王
手
づ
く
り
散
歩
画
噸
艫
撫
鰹
調
挫
家
族
茶
道
連
盟
茶
会

日
。
所
４
月
６
日
（
土
）
・
７
日
費
無
料
（
雨
天
中
止
）
日
４
月
迦
旦
日
而
時
～
喧
時

（
旦
加
時
～
”
時
、
我
孫
子
駅
～
手
申
寵
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
所
湖
北
地
区
公
民
館

そ
う
ゆ

賀
沼
公
園
周
辺
（
８
会
場
）
－
ル
で
高
木
念
圃
７
１
８
８
１
４
３
席
主
表
千
家
；
岡
田
宗
由
、
裂
千

そ
つ
ほ
う

内
我
孫
子
ゆ
か
り
の
手
づ
く
り
工
３
貝
号
房
呂
⑤
言
冒
昌
．
ｇ
ョ
家
・
・
星
野
宗
芳

董
（
雲
彫
刻
絵
票
ど
）
参
加
し
て
購
馨
皿
湖
０
６
０
＆

の
展
示
販
売
ほ
か

義
孫
子
駅
と
手
賀
沼
公
園
入
口
に
み
ま
せ
ん
か
な
ぎ
な
た
教
室

案
内
所
を
設
置

間
太
田
壷
７
１
８
５
１
１
０
９
４

勲
幽
３
坐
争
弓
袈
驚
罫
窒
弓
尋
量
一
弐
日
。
所
４
月
麺
日
・
幻
日
（
土
）
９

ｍ
口

日
４
月
幻
日
（
日
雇
時
釦
分
開
場
、

廻
時
開
演
（
入
場
無
料
）

所
沼
南
町
中
央
公
民
館

曲
目
カ
ノ
ン
…
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
、

ベ
サ
メ
ム
ー
チ
ヨ
、
心
も
よ
う
ほ
か

問
星
野
垂
７
１
９
３
１
５
４
６
５

日
・
泊
健
所
・
嬉
所
、
内
…

我
孫
子
「
手
一
つ
く
り
散
歩
市
」

ラ
ス
・
プ
ラ
ダ
ス

ド
ナ
ド
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

日
。
所
４
月
ロ
日
・
酔
日
（
水
）
、

時
～
皿
時
如
分
、
我
孫
子
地
区
公
民

館
（
ア
ビ
ス
タ
内
）

内
健
康
体
操
（
参
加
無
料
）

対
両
日
と
も
当
日
先
着
犯
人

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
を

た
い
ら

間
平
套
７
１
８
９
１
５
５
１
２

内
容
、
種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
、

３
Ｂ
体
操
無
料
講
習
会

日
。
所
４
月
、
日
・
幻
日
（
土
）
９

時
知
分
～
ｎ
時
弛
分
（
全
２
回
）
、

我
孫
子
地
区
公
民
館
（
ア
ビ
ス
タ
内
）

対
小
・
中
学
生

愛
無
料

持
動
き
や
す
い
服
装
（
な
ぎ
な
た

は
教
室
で
用
意
）

申
電
話
で
沼
辺
云
７
１
８
３
１
１

４
０
８

対
…
対
象
・
定
員
、
、
跨
膵
睦
塵
直
羨

Ⅲ
２
謎
中
上
薑
、
い
ず
霊
騒
騒
ざ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
の

れ
も
８
時
犯
分
受
け
付
け
際
芸
術
技
術
協
力
機
構
理
事
長
）

局

所
市
民
体
育
館
（
団
体
戦
の
チ
ー
費
７
０
０
円
（
資
料
代
）

ム
震
菫
日
く
じ
引
き
で
鑿
）
菫
卿
Ｐ
Ｃ
豊
イ
ー
エ
善
及
協
今

菱
２
人
１
組
２
０
０
０
円
会
Ｅ
Ｍ
不
ツ
ト
ち
ぱ
室教

申
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
２
人
の
住
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
４

ル

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
ラ
ン
ク
を
月
６
日
ま
で
に
あ
び
こ
イ
ー
エ
ム
シ
クイ

明
記
し
、
４
月
加
日
（
必
着
）
ま
で
ヨ
ッ
プ
壷
７
１
８
３
１
７
７
４
７
唖

サ

に
天
王
台
５
の
２
の
１
の
４
１
１
鴨
７
１
８
３
１
７
７
４
８
（
電
話
は
火
リ◎

木
真
澄
念
７
１
８
３
１
４
４
１
７
曜
日
を
除
く
）

愛
用
、
申
．
：
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
）
、
問
…
問
い
合
わ
せ
、
主
・
幸

Ｉ
！

ソ
フ
ト
テ
ー
ヌ
我
孫
子
選
手
権
大
一
言

県
民
大
会
一
次
予
選

日
・
所
４
月
”
日
（
祝
）
８
時
犯
分

受
け
付
け
、
市
民
体
育
館
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
雨
天
時
の
日
程
は
後
日
連
絡
）

種
一
般
男
子
、
シ
ニ
ア
男
子
（
循

歳
～
弱
歳
）
、
シ
ニ
ア
男
子
（
印
歳

以
上
）
、
一
般
女
子
、
シ
ニ
ア
女
子

（
娼
歳
以
上
）
の
各
ダ
ブ
ル
ス

対
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
の
方

費
１
組
１
０
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
に
２
人
の
住
所
・
氏
名
↑

年
齢
・
電
話
番
号
、
種
目
を
明
記
し
、

４
月
喧
日
（
必
着
）
ま
で
に
根
戸
８

９
４
の
輻
椎
名
康
雄
壷
７
１
６
９
１

３
４
３
４

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

一
家
庭
婦
人
濾
周
年
記
念
大
会

日
・
所
４
月
零
日
（
日
）
８
時
如
分

受
け
付
け
、
市
民
体
育
館

種
男
女
別
ダ
プ
ル
ス
ー
～
３
部

対
１
．
２
部
オ
ー
プ
ン
、
３
部
は

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
初
心
者

費
１
組
２
４
０
０
円
（
中
学
・
高

校
生
は
１
組
１
２
０
０
円
）

ら
ふ
い
り
ぷ
か
か
季

申
ハ
ガ
キ
に
２
人
の
住
所
・
氏
名

電
話
番
号
、
種
目
、
ラ
ン
ク
を
明
記

し
、
４
月
鱈
日
（
必
着
）
ま
で
に
つ

く
し
野
３
の
２
の
１
３
０
２
梶
谷
孝

男問
望
月
壷
０
９
０
１
７
７
２
６
１

２
９
１
９

日
。
種
５
月
群
日
（
火
）
：
．
３
．
４
～
画
時
、
ア
ビ
イ
圭

部
（
初
・
中
級
者
）
、
郡
日
（
火
）
・
・
・
ヨ
ー
カ
ド
ー
３
階
）

１
２
謎
中
上
馨
）
、
芋
謡
難
職
業

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第
空
回
春
季
大
会

日
・
所
４
月
、
日
（
水
）
～
廻
日

（
金
）
９
時
～
”
時
、
県
中
央
防
災
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
）

対
県
内
在
住
・
在
勤
で
全
日
程
参

加
で
き
る
方
、
先
着
知
人

費
一
般
９
９
０
０
円
、
学
生
３
３

０
０
円
（
教
材
費
、
保
険
料
）

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
災

害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

壷
０
３
１
３
５
８
４
１
４
０
８
５
画

０
３
１
３
５
８
９
１
１
７
０
３
（
電

話
は
月
～
金
曜
日
の
、
時
～
画
時
）

日
５
月
お
日
、
６
月
８
日
・
空
日
、

７
月
唱
日
・
幻
日
の
い
ず
れ
も
土
曜

日
喝
時
犯
分
～
焔
時
（
全
５
回
）

所
手
賀
沼
親
水
広
場
と
そ
の
周
辺

内
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・
水
草
・
昆
虫

水
質
の
観
察
な
ど
の
体
験
学
習

対
小
学
校
４
年
生
～
中
学
生
（
な

る
べ
く
全
日
程
参
加
で
き
る
方
）
、

お
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
無
料

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
蹴
鋪

電
話
番
号
、
学
年
、
「
広
報
あ
び
こ
」

と
明
記
し
、
４
月
麺
日
（
必
着
）
ま

で
に
高
野
山
新
田
１
９
３
手
賀
沼
親

水
広
場
壷
７
１
８
４
１
０
５
５
５

日
。
所
４
月
喝
日
（
土
）
酔
時
如
分

～
画
時
、
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル
（
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
１
３
階
）

謡
懸
職
ざ
ん
両
Ｐ
０
国

ど
う
す
れ
ば
鵬
球
乢
職
碓
か

講
蘂
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

手
賀
沼
水
辺
探
検
隊
（
前
期
）

今月の相談等 ※交通事故相談は、今月はお休みです。主
。
：
主
催
・
共
催

｜内容日時場所問い合わせ

|法律相訓予約制'柵鯏縦航驍謹)室秘害課
※予約は、4月1日(月)8:30から電話で秘書課へ。

税務相談(予約制)'19(金)10:00-15:001本庁1階面談室|収税課

問い合わせ◎
ｒ
ト
は
‐
帖
偏
Ｐ
ｌ
ｒ
ト
ー

教室名 ’日時 ｜定員|参加費|#鯵するもの｡備考｜

灘罫辮|Ⅷ川0-15《0017人'300円|鯛綴嚇遡り礫’

ｲ 4(木)､9(火)､11(木)､16(火） 市 民 相 談 室
（本庁2階）

法律相談(予約制） 秘書課
おしゃれ教室(牛乳パッ
クで正座用ミニイス作り）

ｷﾙﾃｨﾝ誠|終物鋤50mu
方､判ｯｸ15伽､ﾑﾃー 1ホ

7人 300円9日(JA)10:00-15:00

※予約は、4月1日(月)8:30から電話で秘書課へ。

Ｉ糸のこ教室
（本立て作り）

13日&)10:00-12:30 5人 対象…小中学生300円

垂矛約は、4月15日(月)8:30から電話で収税課へ。

’
ﾄー ﾙｲﾝﾄ用丸筆･平筆各
2本､鮒けするもの|絡自鯵

2旧(日)10:00-12:30
（毎月第3日曜日）

トールペイント教室 500円7人 人権相談 生活支援課

秘書課

25(木)10:00~15:00

25(木)10:00~12:00

12(金)10:00~15:00

12(金)10:00～15:00

4(木)13:30~15:30

24（水）9:30～11:30

15(月)14:00~16:00

5(金)13:30~15:00

12(金)13:30~15:00

5(金)10:00～11:15

西別館2階面談室

市民相談室

市 民 相 談 室

市 民 ホ ー ル

福祉総合相談室

我孫子地区公民館

行政相談

不動産相談|川)'0:0M”
|20B(i)930-1213@

30m四加配色の合う布2紺、
16伽のﾌｧｽﾅー1本､裁瀧員

対象小中学生

ｽﾀｵﾙまたはﾀｵﾙ2枚

小袋作り教室
（小銭入れ作り）

7人 300円

建築指導課
住宅相談

心の相談(予約制）
デイケア・クラブ

7人 300円木工教室(巣箱作り）

’
■

20日(土)10:00-12:00
（毎月第3土曜日）

23日(災):,鮴柵

牛乳パックでハガキ
作り教室

裂き織り教室

5人 300円
福祉総合

相談室
心の健康クラブ

酒害相談

アルコール家族教室

柔らかな木綿の古布､ハサミ
各回
6人’’ 500円 保健センター

申し込み電話で月曜日を除く毎日9時から17時までに‘ふれあい工房運営協議
会垂7186-5500へ（いずれも定員になり次第締め切り。キャンセルの場合は必ず
こ連絡を。キャンセル待ちの方は、開催日の前日にご連絡ください）

◎リサイクルアドバイザー

＊家具リフォーム。リペアー相談･･毎週日曜日13時～16時
＊木工リサイクルアドバイザー…休館日を除く毎日10時～17時
＊おもちゃの病院…毎週日曜日13時～17時
＊おしゃれアドバイザー5週目を除く毎週水．木曜日10時～15時

つつじ荘|つつじ荘
西部福祉センター|酬剛ｾﾝﾀー

健康相談

健康.生きがいづくり
相談(予約制）

12(金)10:00～11:15

9.23(火)10:30~16:00L

社会福祉協議会

社会福祉
協議会

1．15（月）9:00~15:00

談8（月）9:00~15:00

22（月）9:00~15:00

談7．21(日)10:00~14:00

心配ごと相談 保健センター

布佐市民センター

社会福祉協議会ご寄付くださ‘』ジノ※不要になった大工道具(ノコギリ、かなづち、カンナなど)を
結婚相
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日
・
所
４
月
喝
日
（
木
）
、
時
知
分

～
ｎ
時
釦
分
、
市
民
会
館

内
わ
ら
べ
歌
、
風
船
遊
び
ほ
か

対
１
歳
～
３
歳
の
子
と
保
誰
者
、

先
着
廻
組

費
１
組
５
０
０
円
‐

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
母

と
子
の
生
活
研
究
所
垂
魎
０
３
１
５

９
３
４
１
８
８
５
０
（
電
話
は
月
～

金
曜
日
の
喝
時
～
”
時
）

｜
鏑
６
吋
林
壷
０
４
７
１
３
４
６
１
７

母
と
子
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム

対
加
歳
～
卯
歳
程
度
の
方
、
２
人

勤
務
開
始
日
４
月
画
日
（
月
）

勤
務
時
間
月
～
金
曜
日
の
９
時
犯

分
～
喧
時

内
知
的
障
害
者
の
作
業
訓
練
や
活

動
の
支
援

賃
金
時
給
９
３
０
円

選
考
方
法
面
接

応
募
期
限
４
月
５
旦
金
）
”
時

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

み
ど
り
園
云
７
１
８
７
１
０
５
１
１

へ
（
月
～
金
曜
日
の
９
時
～
口
時
）

一
調
蝋
蕊Ｂ

ｌ
ｕ
Ⅱ
８
８
日
、
、

知
的
障
害
者
更
生
施
設
み
ど
り
園

臨
時
訓
練
指
導
補
助
員

メ

１
１

１
…

’

…垂 オ
ー

や
か
ち

F
己

凶

日
４
月
幻
日
（
土
）
・
塑
日
（
日
）

所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
（
小

雨
実
施
）

対
市
内
で
植
木
、
草
花
な
ど
の
販

売
を
業
務
と
し
て
い
る
方

申
４
月
５
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

直
接
、
公
園
緑
地
課
・
内
線
５
４
５

植
木
ま
つ
り
出
店
者

内
生
活
介
助
、
外
出
手
伝
い
ほ
か

研
修
会
の
日
。
所
４
月
四
日
（
金
）

加
日
（
土
）
超
時
喧
分
～
巧
時
喧
分
、

和
楽
園
（
参
加
無
料
）

※
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
（
湖
北
駅
北

口
皿
時
壼
分
発
）

申
電
話
で
和
楽
園
壷
７
１
８
８
１

６
２
６
１
（
日
曜
日
を
除
く
）

日
。
所
毎
週
金
曜
日
喧
時
～
妬
時
、

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
３
．
４
歳
児
、
先
着
塑
人

内
マ
ッ
ト
運
動
、
跳
び
箱
ほ
か

費
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会
金
３

０
０
０
円
、
保
険
料
年
額
５
０
０
円
）

持
縄
跳
び
縄
、
ボ
ー
ル
、
上
履
き

申
４
月
哩
旦
金
面
時
犯
分
新
木

近
隣
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

問
友
光
壷
７
１
６
９
１
６
４
３
０

（
喝
時
以
降
）

あ
ら
キ
ツ
ズ
ス
ボ
Ｉ
ツ
ク
受
つ
会
員

特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム
和
楽
園

ボ
ラ
ン
テ

（
柴
崎
台
・
１
歳
２
ヵ
日

ま
つ
お
り
り
か

松
尾
莉
理
香
ち
ゃ
ん

１
歳
２
カ
月
）

イ
ア １

１

、
麺
『

乱
心 、/ざ 勧詞

曰
８
月
型
日
。
ｍ
月
四
日
・
廻
月

叫
日
・
１
月
奉
日
・
３
月
喧
日
の
い

ず
れ
も
土
曜
日
口
時
開
演
予
定

所
市
民
プ
ラ
ザ

対
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
ま

た
は
市
内
で
活
動
中
の
嘔
歳
～
如
歳

代
の
方
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

※
各
日
の
出
減
者
は
３
組
程
度
、
減

奏
時
間
は
１
組
”
分
程
度

音
楽
の
種
類
ジ
ャ
ン
ル
は
問
わ
ず

（
た
だ
し
、
金
管
・
打
楽
器
、
ア
ン

プ
な
ど
は
使
用
不
可
）

出
演
料
準
備
殻
・
交
通
費
と
し
て

１
組
一
律
５
０
０
０
円
を
支
給

申
申
込
書
（
市
役
所
、
各
支
所
、

教
育
委
員
会
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
４
月
丞
日

（
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
１
６
８
４

教
育
委
員
会
文
化
課
垂
７
１
８
５
１

１
１
５
１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

青
年
海
外
協
力
隊
隊
員

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◎
青
年
海
外
協
力
隊
説
明
会

日
・
所
４
月
喝
日
（
木
遍
時
妬
分

～
如
時
輻
分
、
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

対
加
歳
～
弱
歳
の
健
康
な
方

◎
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明

一
云日

・
所
４
月
巧
日
（
月
）
娼
時
弛
分

～
、
時
弧
分
、
船
橋
市
中
央
公
民
館

対
和
歳
～
の
歳
の
健
康
な
方

※
こ
の
ほ
か
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
加
歳
～
頚
歳
で
、
中
南
米

に
派
遺
）
を
募
集
し
て
い
ま
す

※
い
ず
れ
も
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

間
国
際
協
力
事
業
団
東
京
国
際
セ

ン
タ
ー
垂
０
３
１
３
４
８
５
１
７
０

５
７

プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

こ刷周＜欄,、

|TEL7185-5000
『

ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
と
「
農
」
学

校
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
、
新
し
い
タ

イ
プ
の
体
験
農
園
で
す
。

有
機
農
業
を
塑
年
続
け
て
き
た
腱

家
が
、
無
農
薬
栽
培
に
よ
る
作
物
作

り
や
生
ご
み
の
堆
肥
化
な
ど
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
授
し
ま
す
。

説
明
会
の
日
・
所
４
月
７
日
（
日
）

、
時
～
哩
時
、
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ

ー
（
農
園
現
地
も
案
内
）

対
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
ま
た
は
市
内
の
学
校
・
福
祉
施
設

団
体
に
属
す
る
方
、
、
人
程
度

内
講
習
会
、
濃
業
体
験
、
収
穫
祭

な
ど誉

の
所
北
新
里
職
滞
設

く
ん
た
ん
が
ま

煉
炭
窯
、
農
具
一
式
な
ど
を
完
備
）

面
積
１
人
あ
た
り
約
弛
㎡

費
年
額
６
０
０
０
円
（
別
途
収
穫

作
物
代
が
年
額
１
万
２
０
０
０
円
）

問
玉
根
蚕
７
１
８
２
１
９
１
０
０

モ
ン
ス
テ
ラ
ア
ー
ト

油
彩
画
教
室
会
員

日
。
所
毎
月
第
１
．
３
火
曜
日
、

時
～
哩
時
、
湖
北
地
区
公
民
館

講
師
毛
利
弘
子
さ
ん

対
先
着
６
人

賛
月
額
３
５
０
０
円

申
電
話
で
島
崎
垂
７
１
８
７
１
２

２
２
２

、

その違反小さな瞳が見つめてる｜

鯉糟の全国交通安全運動
4月は､入園入学の季節｡子どもたちを交通事故

から守るためには､まず大人が交通ﾙー ﾙを守り､手

本を示すことが大切です。

◎常に安全運転を心がけ､シートペルトを忘れずに

06歳未満のお子さんは‘必ずﾁｬｲﾙドｼー ﾄに

o自動車も自騒車もﾗｲﾄは早めに点灯

医親と子の交通安全大会■
日時｡場所4月78(B)11時~12時､市民体育館

峪柵全の胤ｽーﾂ"園に搬全｜
葱自蕊車の乗り需轌会

入場料無料

J園我孫子警察署冠7182-0110

「 新
し
い
タ
イ
プ
の
体
験
農
園

「
む
そ
う
塾
」
入
塾
者

’

日
・
所
毎
週
金
曜
日
、
時
～
廻
時
、

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
月
４
回
）

※
４
月
廻
日
・
四
日
は
無
料
体
験
会

費
月
額
２
５
０
０
円
（
入
会
金
１

０
０
０
円
）

申
電
話
で
清
水
壷
７
１
８
５
１
５

１
８
５

日
・
所
毎
週
月
．
土
曜
日
喝
時
釦

分
～
如
時
如
分
、
湖
北
台
東
小
学
校

体
育
館

費
小
中
学
生
月
額
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
上
月
額
２
５
０
０
円

問
遮
話
で
吉
田
垂
７
１
８
８
１
０

８
６
２

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
個

別
に
お
答
え
し
ま
す
。
（
饗
用
無
料
）

日
・
所
４
月
嘔
日
（
木
）
Ｂ
時
如
分

～
嘔
時
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
階
）

申
電
話
で
介
護
支
援
課
金
７
１
８

６
１
１
４
１
１

お
し
ら
せ

我
孫
子
空
手
道
ク
ラ
ブ
会
員

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ー
ク
ル

（
健
康
体
操
）
会
員

’

、

我
孫
子
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
「
あ

び
つ
子
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
子
ど
も
の

た
め
の
情
報
紙
〃
あ
び
つ
子
ネ
ッ
ト
ゞ

第
３
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

第
３
号
に
は
、
４
～
６
月
の
イ
ベ

ン
ト
や
行
楽
、
団
体
活
動
な
ど
役
立

つ
情
報
が
満
載
。
今
年
度
か
ら
は
、

年
６
回
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
紙
は
、
公
共
施
設
な
ど

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
あ
び
つ
子
ネ
ッ
ト
」
で
検
索
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
き
い
。

間
あ
び
っ
子
ネ
ッ
ト
事
務
局
壷
７

１
６
５
’
１
４
０
８
１

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
開
時
間
中
は
、
別
荘
内
の
部
屋

（
母
屋
・
新
館
そ
れ
ぞ
れ
、
人
前
後
）

を
会
議
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

日
日
・
水
曜
日
．
：
９
時
～
晒
時
、

土
曜
日
…
９
時
～
粋
時
（
年
末
年
始

を
除
く
）

費
無
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

申
電
話
で
教
育
委
員
会
文
化
課
霊

７
１
８
５
１
１
１
５
１

試
験
の
日
・
所
６
月
稻
日
（
日
）
、

日
本
大
学
生
産
工
学
部
津
田
沼
校
舎

（
習
志
野
市
）

費
甲
種
５
０
０
０
円
、
乙
種
３
４

０
０
円
、
丙
種
２
７
０
０
円

講
習
会
の
日
・
所
５
月
、
日
（
金
）
、

船
橋
市
民
文
化
ホ
ー
ル

費
３
５
０
０
円
（
資
料
代
別
途
）

申
願
醤
（
各
消
防
署
・
分
署
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
４
月

巧
日
～
四
日
に
、
消
防
本
部
予
防
課

金
７
１
８
１
１
７
７
０
２
へ
持
参

危
険
物
取
銀
者
試
験
。
講
習
会

旧
村
川
別
荘
を
土
曜
日
も
公
開

子
ど
も
の
た
め
の
情
報
紙

》
あ
び
つ
子
ネ
ッ
ト
〃
第
３
号
を
発
行

図書館だより
市民図書館TEL7184-1110
（アビスタ内）

湖北台分館TEL7187-3055
布佐分館TEL7189-1311
移動図書館TEL7187-0909

今月の日程
慌天中止）移動図書館そよかぜ号市民プラザギャラリー 入場無料

曜日日場所時間

水§襄鬘蕊篁会:需需
17柴崎台4号公園~両扉而『

木‘菫鬘茎鯛需三鶚
18天王台東児童蚕雇｢7面FWr

金§震澱脇芸冒網駕
19･,<~l,野4号公園東側ｽ面而扉而5

水1．0ｹﾝﾀﾂｷーﾌﾗｲドﾁｷﾝ駐車場祠万扉而『
24台田池尻公園~1EEF而『

木1．1“こｼｮｯﾝﾗ祁場7両F面す
25白山中学校裏門入口~Wnm
1.21市民会館裏舞台柵入口mFM5金 －
2611<b野4号公園東側入口15:00~16:00

▼おはなし会
催し名。問い合わせ 日時

ミツフイータイム(対象：1歳～3歳児）

6日(土)～8日(月）
３
．
打’ 水みちサークル七宝手工芸展

荻野TEL7188-0968 ’10:00～17:00 バーバタイム(対象：4歳～9歳児） 13:20～13:50
－－

14:10～14:40
－－

15:00～16:00
一■一一一一一一一一一一一一一一一

13:20～13:50
－一一一一一一一一一一一一一一－

14:15～14:45
－一一一一一ー一一一一一一一一

15:00～16:00
一一一一一一一一一一一一一－

14:00～15:00
ー一一一一一一一一一一一一一

除 鶚
-

15:20～16:00
－■一一一一一一一一一ー一一一一－

14:00～14:30

４
。
旧

木
第14回我孫子市美術家協会展

鈴木TEL7182-0900

13日(土)~17日（水）

10:00～17:00 ５
．
ね

金 ，

▼ミニギャラリー19日(金)~24日（水）

10:00～17:00

(19日は13時から）

第6回あびこデッサン展

大塚TEL7188-2400

’
０
４

１
．
２

水 0

I11
●

25

■

木26日(金)~30日（火）

10:00~18:00(26日は

13時から､30日|＃16時まで）’
市松人形で楽しむ四季暦

斎藤TEL7184-4873 ’’ ２
６

１
．
２

金

I

I

テレホンガイド
声の便利帳

ファクス
ファクス

TEL7183-600C

場所

市民図書館

日時

1旧・25日(木)10:40~11:00

内容

手あそび､絵本の読み聞かせほか

場所

市民図書館

湖北台分I

布佐分：

１
１

日時

4日｡18日(木）

12日

1旧・25日(木）

16:00～16:30

内容

素話､絵本の読み聞かせほか

場所

湖北台分館

布佐分館

作品。作者

折り紙色紙「端午の節句」（5点）

…高垣多与子、中村美佐

油彩風景画（4点)…中川邦彦

展示期間

4月10日
I

5月12日旧）



一

1

(10)おび 一
》第1066号 2002.4.1

４
月
１
日
か
ら

窓
口
が
変
わ
り
ま
す

＊
福
祉
バ
ス
は
生
活
支
援
課
へ

福
祉
バ
ス
の
ご
利
用
の
申
し
込
み

は
、
介
護
支
援
課
か
ら
生
活
支
援
課

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
の
定

員
も
幻
人
に
な
り
ま
し
た
。

予
約
方
法
利
用
す
る
日
の
３
カ
月

前
の
属
す
る
月
の
初
日
（
そ
の
日
が

休
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
旦
か
ら

電
話
等
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
予
約
の
時
に
生
活
支
援

課
・
内
線
３
７
７
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負

担
申
請
と
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
交
付
申
請
は
福
祉
総
合
相
談
室
へ

こ
れ
ら
の
窓
口
が
、
柏
保
健
所
か

ら
福
祉
総
合
相
談
室
に
な
り
ま
し
た
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
広
報
あ
び
こ
３
月
１
日
号
を

ご
覧
に
な
る
か
、
福
祉
総
合
相
談
室

壷
７
１
８
５
１
１
６
３
１
（
直
通
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
養
成
研
修

日
程
・
場
所
識
義
・
実
技
演
習
：
．

５
月
ｎ
日
か
ら
９
月
幻
日
の
土
曜
日

（
全
、
回
）
、
中
央
学
院
大
学
実
習

：
．
８
月
か
ら
ｎ
月
の
う
ち
の
平
日
４

日噌舶に輪｡縮になったら

休日診療所へ
▼休日診療所案内図
一一国道356号

1

』

憾』=竿
診療科目内科。小児科．歯科
受付時間…午前9時から11時30分

午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

持参健康保険証と診療費
TEL7187-7020(診療時間内のみ）

日
間
、
特
別
義
誰
老
人
ホ
ー
ム
等

研
修
時
間
講
義
．
・
先
時
間
、
実
技

減
習
．
・
ぬ
時
間
、
実
習
．
・
和
時
間

対
象
。
定
員
市
内
在
住
で
２
級
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
意
欲
の

あ
る
方
（
３
級
課
程
修
了
者
で
あ
る

か
は
問
い
ま
せ
ん
）
、
加
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

受
講
料
３
万
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
・
実
習
費
約
１
万
円
、
駐
車
場
料

金
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
し
込
み
・
圃
電
話
で
介
護
支
援

課
・
内
線
４
１
３
に
予
約
の
う
え
、

同
課
に
用
意
の
申
込
書
に
履
歴
書
を

添
付
し
、
４
月
、
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
１
１
１
９
２
荏
所
省

略
可
）
市
役
所
介
護
支
援
課
へ
郵
送

ま
た
は
持
参

離
職
者
支
援
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す

失
業
し
て
生
計
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
た
世
帯
に
、
再
就
職
ま
で
の
間

の
生
活
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

対
象
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
場
合
に
貸
し
付
け
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
①
生
計
中
心
者
の
失
業
に
よ

っ
て
生
計
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た

世
帯
②
生
計
中
心
者
が
就
労
す
る

こ
と
が
可
能
で
、
求
職
活
動
を
行
っ

て
い
る
③
生
計
中
心
者
の
就
労
で
、

世
帯
の
今
後
の
生
計
の
維
持
が
明
ら

4月の二次救急病院(休日｡布 当番病院）間

か
で
あ
る
④
生
計
中
心
者
が
離
職

の
日
か
ら
２
年
（
就
労
の
た
め
の
技

能
習
得
等
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
３

笠
を
超
え
て
い
な
い
⑤
生
計
中

心
者
が
雇
用
保
険
の
一
般
求
恥
者
給

働
き
受
給
し
て
い
な
い

貸
付
限
度
額
月
額
塑
万
円
（
単
身

世
帯
は
、
万
巴

貸
付
期
間
ロ
カ
月
以
内

貸
付
金
の
利
率
年
３
％

連
帯
保
証
人
原
則
と
し
て
２
人

（
借
入
予
定
額
が
１
２
０
万
円
以
内

の
場
合
は
１
人
）

償
還
方
法
貸
付
期
間
終
了
後
６
カ

月
を
無
利
子
の
据
え
置
き
期
間
と
し
、

そ
の
後
５
年
以
内
で
償
還

申
し
込
み
・
固
社
会
福
祉
協
議
会

公
７
１
８
４
１
１
５
３
９
、
県
社
会

福
祉
協
議
会
壷
０
４
３
１
２
４
５
１

１
１
０
１

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

参
加
者
募
集

高
齢
の
方
々
が
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
で
き
る
場
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
場

と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
皆
ざ
ん
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
、
？
墓
ご
参
加
く
だ
き
い
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
協
力
会
員
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

参
加
費
各
会
場
と
も
１
回
１
０
０

円
（
お
茶
代
）

申
し
込
み
。
固
各
問
い
合
わ
せ
先

へ
（
下
表
参
照
）

1

障
害
の
あ
る
方
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付

市
は
、
障
害
の
あ
る
方
に
タ
ク
シ

ー
の
初
乗
り
料
金
を
助
成
す
る
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

平
成
料
年
度
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

方
は
、
福
祉
総
合
相
談
室
ま
た
は
生

活
支
援
課
で
申
請
し
て
く
だ
き
い
。

今
年
度
か
ら
、
市
内
在
住
の
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
．
２
級
、
療
育
手

帳
④
．
Ａ
を
持
つ
方
に
加
え
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持

し
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
前
年
度
の
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
は
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
枚
数
１
カ
月
当
た
り
４
枚

（
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
は
１

カ
月
当
た
り
８
枚
）

交
付
に
必
要
な
も
の
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

交
付
場
所
・
画
福
祉
総
合
相
談
室
、

生
活
支
援
課
・
内
線
３
８
４
（
市
役

所
西
別
館
２
階
）

※
千
葉
県
タ
ク
シ
ー
協
会
で
は
、
身

▼ふれあいサロン開設場所一覧

名 称｜場所’開設予定日｜問い合 わせ

’福田宅第1金曜日10:00-14100
つくし野1-4-7第3月曜日10:00-12:00’天子山

福田冠7182-2772

|並木小|並木小学校|第4金曜日
|湖北台西小|湖北台西小学校|第4水曜日
|湖北地区|湖北地区公民館|第4金曜日
|我孫子第一小|撫子静小諏|第2火曜日｜
|我孫子第二小|獅子第二小報|第1水曜日｜
|手賀沼|生群習ｾﾝﾀｰ|第3木曜日’

０
１

|"l｡'
|!,i,o’

|稲勝云7188-2746
|井川念7188-37361
'花谷a7184-29621
木田念7187-62231
福田窓7182-27721

体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
に
、
等
級
に
関
係
な
く
タ
ク

シ
ー
料
金
の
１
割
引
き
を
行
っ
て
い

ま
す
。
利
用
の
際
は
、
手
帳
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
（
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

福
祉
の
し
ご
と

‘
実
践
学
習
会

日
程
＊
識
義
．
：
５
月
お
日
（
土
）
か

ら
幻
旦
月
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
４

時
＊
実
習
…
５
月
調
日
（
火
）
・
塑

旦
水
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

場
所
誰
義
…
千
葉
県
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
市
役
所
そ
ば
）
実

習
…
県
内
の
社
会
福
祉
施
設

対
象
社
会
福
祉
施
設
等
に
就
職
を

希
望
す
る
釦
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

定
員
先
着
釦
人

受
講
料
無
料

申
し
込
み
・
画
４
月
５
旦
金
）
か

ら
電
話
で
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
垂

０
４
３
１
２
４
８
１
１
２
９
４
へ

聖
時
間
相
談
を
受
け
付
け

王
蘂
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

千
葉
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
心
の
病
気
に
関
す
る
相
談
を
型

時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
休
日
・

夜
間
の
緊
急
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
固
千
葉
市
美
浜
区
豊
砂

５
壷
０
４
３
１
２
７
６
１
３
１
８
８

柏保健所4月の相談TEI_7167-1255

‐ ’
未熟児等発達相談
＊電麗で予約(抱儀指導課） ’

発達の遅れが心配な
1歳までのお子さん’25日

ロ
■
『
■
Ｆ

25日’,雛繍溌謹鴬’療育相談

’
ア ル コ ー ル 問 題 を
抱えた本人、家族ｱﾙｺー ﾙ悩みごと相識 15日

’
5日､12日
19日､26日

精神病、精神神経
症で悩んでいる方

’
心の健康相談

り

辮鍜磯瀞|熊 齢科 婦人科疾患、その他女性の
心身の健康に関する相談

◎今月の保健センターの各種健診と健康教室については
「保健センターのご案内」を参照してください

1

I|
▼狂犬病予防注射日程表

忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
合
…
３
３
０
０
円

②
犬
が
妊
娠
し
て
い
る
．
健
康
上
に

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
犬
＊
平
成
問
題
が
あ
る
③
飼
い
、
王
が
犬
を
押

狂
犬
病
は
、
発
病
す
る
と
死
亡
率
７
年
度
以
降
に
他
市
町
村
で
登
録
し
、
き
え
て
静
か
に
さ
せ
ら
れ
な
い

が
１
０
０
％
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気
本
市
に
転
入
し
て
か
ら
変
更
手
続
き
※
午
前
中
が
雨
天
等
で
延
期
の
場
合

で
す
。
愛
犬
に
は
毎
年
、
狂
犬
病
予
が
済
ん
濱
な
い
犬
＊
生
後
釧
日
は
、
午
後
も
延
蝿
天
候
等
に
よ
る

防
注
射
を
受
け
き
せ
ま
し
ょ
う
。

未
満
の
犬

実
施
、
延
期
な
ど
、
不
明
な
点
は
保

費
用
＊
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
注
意
事
項
次
の
場
合
は
、
注
射
が
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

：
．
６
３
０
０
円
（
登
録
・
注
射
代
）
で
き
ま
せ
ん
。
①
犬
が
１
カ
月
以
内
画
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１

＊
平
成
７
年
度
以
降
登
録
済
み
の
場
に
他
の
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
し
て
い
る
１
１
３
１

一
般
に
女
性
は
男
性
に
比
べ
て
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
低
く
、
動
脈
硬

化
も
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

》
」
》
つ

と
こ
ろ
が
閉
経
を
迎
え
る
頃
か
ら
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
急
激
に
上
昇
し
、

動
脈
硬
化
も
進
み
ま
す
。

こ
れ
は
、
血
管
壁
へ
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
蓄
穣
を
防
ぎ
、
動
脈
硬
化

を
予
防
す
る
働
き
を
持
つ
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
の
分
泌
が
低
下
す
る
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

閉
経
に
伴
っ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の

上
昇
は
女
性
の
宿
命
と
言
え
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症
は
日
常
の
生
活
習
慣
が
深
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
改
善
に
よ
り
、
コ
レ
ス

健
康
メ
モ
幾
脚
鞠
叱
ｌ
ル

|日程’

’1
時間場所

白山南公園伯Ⅲ2T目） 9:20～9:50

綿,｜
延珈場
合は15日

手賀沼公園(儒鮠路） 10:20～11:00

ときわ台公園(MFIT6) 11:30～12:00

台田池尻公園(:33TB) 13:10～14:00
１
１
１
胎
旧
ド
ー
怖
帷
庁
吟
口

柴崎自治会 館前 9:20～9:50

10:20～11:00

’

日脚’泉3号公園

伽場

l|116日
青山台1号公園鱸研） 11:30～12:10 テ

ロ
ー
ル
を
減
ら
し
動
脈
硬
化
の
進

行
を
遅
ら
せ
、
血
管
の
老
化
を
防
ぐ

こ
と
は
可
能
で
す
。
ま
ず
食
生
活
を

改
善
し
ま
し
よ
－
Ｚ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
た

め
に
毎
日
の
食
事
の
中
で
、
次
の
よ

う
な
点
に
気
き
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
一
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

知
り
、
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
目
安
は
標
準
体
重
〈
身
長

（
、
）
の
２
乗
×
型
〉
１
雌
当
た
り
空

～
”
雌
で
す
。
（
例
一
身
長
１
６
０

ｍ
の
方
の
標
準
体
重
は
諏
噌
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
約
１
６
８
０
剛
）

②
動
物
性
脂
肪
を
控
え
植
物
性
脂
肪

を
中
心
に
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
魚
の
脂
肪
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ

荘舗瞳胴(荘部T目） 13:20～14:10
|’

’
つくし野5号公園 9:30～10:30

10日体）

側鵬
合伽日

久寺家あけぼの公園 11:10～11:40

並木1号公園 13:00～13:50

I
子 ノ 神 神 社門前 14:10～14:50

上新木集会所 9:30～10:10

1旧休）

剛の場
合|ま18日

新木児童公園(鮴鋤内） 10:40～11:40

目第2号公園

怖僻船5TH)

13:00~13:501 －
ル
値
を
下
げ
る
働
き
が
あ
る
の
で

被
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
、
Ｚ

③
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品

（
卵
黄
、
レ
バ
ー
等
）
は
控
え
ま
し

よ
》
つ
Ｏ

④
野
菜
、
豆
、
き
の
こ
類
等
に
含
ま

れ
る
食
物
繊
維
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

せ
つ

を
排
泄
す
る
作
用
が
あ
る
の
で
識
極

的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

次
に
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
を
す
る
こ
と
で
食
事
療
法
の

効
果
が
ぐ
ん
と
上
が
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

自
分
な
り
の
上
手
な
リ
ラ
ッ
ク
ス

法
を
み
つ
け
、
少
し
で
も
ス
ト
レ
ス

の
少
な
い
生
活
を
す
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

暴
飲
、
暴
食
、
喫
煙
は
禁
物
で
す
。

固
我
孫
子
市
医
師
会
壷
７
１
８
８

１
５
５
２
５

14:10～15:00

12日（金）
中峠下集会 所 9:30～10:20

12日(金） 天王台東児童公園 11:00～11:40

湖北台7号公園(正謝卿 13:00～13:40

淵恰中舩圓(砿ｾﾝﾀー割） 14:00～14:40

保健センター 9:30～11:30

厩錘こ.の広報紙は古紙100％再生紙を使用しています

日 病院~茗司
7日

14日

21日

28日

29‘日

我孫子聖仁会病院

我孫子つくし野病院

我孫子東邦病院

アビコ外科整形外科病院

我孫子つくし野病院

7188-3111

7184-2211

7182-8166

7184-7321

7184-2211

電話

夜間に急病のときは

誰盤TEL7187-1141


